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８月１日～７日は「水の週間」です
限りある資源、水を大切に使いましょう

（撮影：赤川水系  梵字川の支流）
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私
た
ち
の
暮
ら
し
を
支
え
る
水
道
。
蛇

口
を
ひ
ね
れ
ば
、
い
つ
で
も
安
全
で
お
い

し
い
水
が
出
る
、
そ
の
〝
当
た
り
前
〞
を

維
持
す
る
た
め
に
、
鶴
岡
市
・
酒
田
市
・

庄
内
町
の
水
道
事
業
を
統
合
し
、
令
和
８

年
４
月
か
ら
「
庄
内
広
域
水
道
企
業
団
」

に
よ
る
運
営
が
ス
タ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

　

本
特
集
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
生
活

に
大
き
く
関
わ
る
水
道
事
業
の「
広
域
化
」

に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

●
問
合
せ　

庄
内
広
域
水
道
企
業
団
総
務

課
（
庄
内
町
）
☎
０
２
３
４
‐
42
‐
０
１

７
９

特 集

★
減
少
す
る
水
道
使
用
量
と
料
金
収
入

　

水
道
事
業
は
、「
受
益
者
負
担
」
の

原
則
に
基
づ
き
、
家
庭
や
企
業
か
ら
の

水
道
料
金
収
入
で
必
要
な
費
用
を
賄
う

独
立
採
算
制
に
よ
っ
て
運
営
し
て
い
ま

す
。こ
れ
ま
で
鶴
岡
市
の
水
道
事
業（
収

益
的
収
支
）
は
黒
字
を
維
持
し
て
き
ま

し
た
が
、
人
口
減
少
に
伴
っ
て
水
道
の

使
用
量
は
年
々
減
少
し
、
料
金
収
入
も

落
ち
込
ん
で
い
ま
す
。

 

「
収
入
は
減
っ
て
い
る
の
に
、
水
道
水

を
送
り
続
け
る
た
め
の
負
担
は
変
わ
ら

な
い
」
と
い
う
状
況
で
す
。

★
水
道
管
な
ど
の
老
朽
化

　

市
内
の
水
道
管
の
総
延
長
は
１
、３

★
技
術
者
の
不
足

　

水
道
管
や
水
道
施
設
の
管
理
に
は
専

門
的
な
知
識
や
技
術
が
必
要
で
す
。
現

在
、
技
術
者
の
高
齢
化
が
進
み
、
今
後

の
技
術
の
継
承
や
人
材
確
保
が
課
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

広
域
化
に
は
次
の
よ
う
な
メ
リ
ッ
ト

が
あ
り
、
課
題
に
対
応
し
な
が
ら
安
定

し
た
水
道
サ
ー
ビ
ス
を
維
持
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
す
。
ま
た
経
営
の
効
率
化

が
図
ら
れ
る
こ
と
で
、
水
道
料
金
の
急

激
な
上
昇
を
抑
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

☆
費
用
・
設
備
面

● 

市
町
の
区
域
を
越
え
て
、
水
道
施
設

を
効
率
的
に
使
用
で
き
、
維
持
管
理

の
費
用
を
軽
減
で
き
る

● 

広
域
化
に
取
り
組
む
企
業
団
等
が
対

象
の
国
の
補
助
金
等
を
活
用
し
て
、

古
く
な
っ
た
水
道
管
な
ど
を
更
新
で

き
る

☆
人
材
面

●   

事
務
を
共
同
で
行
う
こ
と
で
、
効
率

的
に
業
務
を
進
め
る
こ
と
が
で
き
る

● 

水
道
事
業
の
技
術
・
知
識
な
ど
の
ノ

ウ
ハ
ウ
が
共
有
で
き
る

● 

災
害
時
に
も
自
治
体
の
枠
を
越
え
て

互
い
に
助
け
合
い
、
一
刻
も
早
く
水

道
水
を
届
け
ら
れ
る

広
域
化
の
メ
リ
ッ
ト

課
題
②

技
術
の
継
承
と
人
材
確
保

課
題
①

運
営
や
設
備
な
ど
の
費
用

広域化する理由と意義
水道事業が直面する課題

８
７
㎞
で
、
鶴
岡
市
か
ら
福
岡
県
ま
で

車
で
移
動
す
る
ほ
ど
の
長
さ
に
相
当
し

ま
す
が
、
こ
の
内
の
約
３
割
は
設
置
か

ら
40
年
が
経
過
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
ま
ま
収
入
が
減
る
と
、
こ
れ
ら

の
水
道
施
設
等
の
更
新
が
進
ま
な
く
な

っ
て
し
ま
い
ま
す
。

★
大
規
模
災
害
へ
の
対
応

　

地
震
等
の
大
規
模
災
害
が
各
地
で
頻

発
し
て
お
り
、
水
道
管
や
水
道
施
設
の

破
損
に
よ
る
断
水
な
ど
は
、
い
つ
ど
こ

で
発
生
し
て
も
お
か
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　

こ
の
よ
う
な
災
害
リ
ス
ク
に
備
え
て
、

施
設
等
の
耐
震
化
や
非
常
時
の
給
水
体

制
の
強
化
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

鶴

市

福

県

で

2016年 2026年 2036年

4万

2万

鶴
岡
市
の
水
道
使
用
量
（
㎥
／
日
）

鶴
岡
市
の
人
口
（
人
）

13万

10万

減少を続ける水道使用量（棒グラフ）と
鶴岡市の人口（折れ線）
※2026年以降は推定値
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安
心
し
て
健
康
に
生
活
し
て
い
く

上
で
、
水
は
欠
か
す
こ
と
が
で
き
ま

せ
ん
。
水
道
事
業
を
維
持
し
、
安
全

な
水
を
安
定
し
て
供
給
し
続
け
る
た

め
の
有
効
な
手
立
て
の
１
つ
と
し
て

広
域
化
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
後
は
広
域
化
し
た
メ
リ
ッ
ト
を

最
大
限
に
生
か
し
、
コ
ス
ト
削
減
を

徹
底
し
な
が
ら
取
り
組
み
を
推
進
し

て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
持
続
可
能
な
水
道
事
業
の

運
営
の
た
め
、
水
道
料
金
の
見
直
し

を
検
討
し
ま
す
。

　

庄
内
の
豊
か
な
水
を
未
来
へ
残
す

た
め
、
こ
れ
か
ら
も
安
全
で
安
心
な

水
道
水
を
届
け
て
い
き
ま
す
。

鶴岡市独自の物価高騰対策

水道の基本料金を最大６か月間、減免します

広域化でどうなる？水道サービス
利用者の皆さまへのお知らせ

今後の取り組み
持続可能な水道を次の世代へ

水道料金
広域化した現時点で料
金体系は変わりません。
今後、料金の見直しを
検討します。

変わりません。
支払いには口座振替を
利用すると便利です。
お問合せは鶴岡市上下
水道お客さまセンター
☎23‐7609へ。

水質
変わりません。
水質基準を満たした水
を安定して供給します。

①冷やして飲む
　塩素臭などが気になるときは、冷蔵庫
で冷やしてください。臭いが気になりに
くくなり、飲み口がすっきりします。
②煮沸する
　煮沸すると臭いが和らぎます。塩素の
消毒効果が弱くなるため、早目に飲み切
りましょう。
③容器は清潔に
　水筒やポットが汚れていると味が落ち
てしまいます。こまめに洗浄しましょう。

新たな水道管への更新工事（写真左）と漏水調査（右）。
水道は常に稼働しているため、水道管からの水漏れがないか
日頃から点検を行い、漏水の際にも迅速に対応しています。

　物価高騰による家計負担等を軽減するため、９月検針分から最大６か月間、水道の基本料金を減免します。
減免額は水道メーターの口径によって異なります。
　口径は毎月の「水道使用量のお知らせ」（検針票）で確認できます。なお、検針票には、減免前の金額が
表示されますが、実際の口座振替や納付書での請求は減免後の金額となります。

◆減免額　　口径が13mmの場合
　　　　　　　基本料金　　　　　　×　６か月　＝　　　　　　　　を減免
　　　　　　口径が20mmの場合
　　　　　　　基本料金　　　　　　×　６か月　＝　　　　　　　　を減免

●問合せ　　減免内容について………同企業団総務課☎0234‐42‐0179
　　　　　　検針票・料金について…鶴岡市上下水道お客さまセンター☎23‐7609

口径ごとの減免期間など
詳しくはこちらから

6,600円

1万296円

手続き・問合せ

令和８年４月１日の庄内広域水道企業団開所式。左から富樫庄内
町長、佐藤鶴岡市長、矢口酒田市長、佐藤企業団議会議長。

1,100円

1,716円
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鶴
岡
市
子
ど
も
読
書
活
動
推
進
委

員
会
の
公
募
委
員
を
募
集
し
ま
す

■対
次
の
全
て
に
該
当
す
る
方
２
人
以
内
（
地

方
公
共
団
体
の
議
会
の
議
員
及
び
常
勤
の
公

務
員
を
除
く
）　

①
今
年
４
月
１
日
時
点
で

18
歳
以
上
で
あ
る　

②
市
内
に
住
民
登
録
が

あ
る　

③
平
日
に
開
催
す
る
会
議
に
出
席
で

き
る　

■
任
期　

令
和
10
年
７
月
31
日
ま
で　

■申
８
月
12
日
○水
ま
で
申
込
書
を
図
書
館
本
館

☎
25
‐
２
５
２
５
へ
（
郵
送
は
当
日
必
着
）　

■他
市
HP

成
人
の
風
し
ん
抗
体
価
検
査
・

ワ
ク
チ
ン
接
種
費
用
助
成

　

生
ま
れ
て
く
る
赤
ち
ゃ
ん
の
「
先
天
性
風

し
ん
症
候
群
」
を
予
防
す
る
た
め
行
い
ま
す
。

■
助
成
期
間　

来
年
３
月
31
日
接
種
分
ま
で　

■対
本
市
に
住
民
登
録
が
あ
り
、
次
の
①
〜
③

の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方　

①
妊
娠
を
希

望
し
て
い
る
令
和
８
年
４
月
１
日
時
点
で
31

歳
〜
50
歳
の
女
性　

②
抗
体
価
が
不
十
分
と

判
定
さ
れ
た
①
の
夫
及
び
同
居
家
族　

③
妊

婦
（
抗
体
価
が
不
十
分
ま
た
は
妊
婦
健
診
で

の
風
し
ん
抗
体
価
検
査
結
果
判
定
前
）
の
夫

及
び
同
居
家
族　

■
助
成
額　

市
指
定
医
療

機
関
で
実
施
…
全
額　

市
外
の
医
療
機
関
で

実
施
…
償
還
払
い（
上
限
あ
り
）　

■申
対
象
②

■ ■ ■ ■ ■ 　　　　■内＝内容　■師＝講師・指導　■費＝費用・料金　■持＝持ち物　■申＝申込み　■問＝問合せ　■他＝その他　HP＝ホームページ

ン
タ
ー
☎
０
１
２
０
‐
１
７
９
‐
４
４
５
ま

た
は
本
所
福
祉
課
☎
35
‐
１
４
７

２
へ　

■他
HP

　
　
　
　
　

来
春
小
学
校
入
学
予
定
者
の
健

康
診
断
を
行
い
ま
す

　

各
日
午
後
に
実
施
し
ま
す
。
対
象
者
に
は

８
月
中
旬
に
案
内
を
送
り
ま
す
。

■対
令
和
２
年
４
月
２
日
〜
３
年
４
月
１
日
生

ま
れ
の
来
春
小
学
校
入
学
予
定
者　

■問
学
校

教
育
課
（
櫛
引
庁
舎
）
☎
57
‐
４
８
６
５

9 月
９
日
○水
朝
暘
三
小
（
同
小
学
区
）

あ
つ
み
小
（
温
海
地
域
）

11
日
○金
斎
小
（
同
小
・
黄
金
小
学
区
）

16
日
○水
朝
暘
四
小
（
同
小
学
区
）

17
日
○木
豊
浦
小
（
同
小
学
区
）

18
日
○金
朝
暘
五
小
（
同
小
学
区
）

25
日
○金
あ
さ
ひ
小
（
朝
日
地
域
）

29
日
○火
櫛
引
西
小
（
櫛
引
地
域
）

30
日
○水
朝
暘
一
小
（
同
小
学
区
）

大
山
小（
同
小
・
湯
野
浜
小
・
西
郷
小
学
区
）

10月
１
日
○木
大
泉
小
（
同
小
・
上
郷
小
学
区
）

藤
島
小
（
藤
島
地
域
）

２
日
○金
朝
暘
六
小
（
同
小
学
区
）

７
日
○水
京
田
小
（
同
小
学
区
）

８
日
○木
朝
暘
二
小
（
同
小
学
区
）

９
日
○金
広
瀬
小
（
羽
黒
地
域
）

21
日
○水
に
こ
♥
ふ
る
（
未
受
診
者
）

児
童
扶
養
手
当
の
現
況
届
を
提

出
し
て
く
だ
さ
い

　

児
童
扶
養
手
当
の
受
給
者
は
、
毎
年
現
況

の
方
は
検
査
結
果
、
対
象
③
の
方
は
母
子
健

康
手
帳
等
を
お
持
ち
の
上
、
健
康
課（
に
こ
♥

ふ
る
）
☎
　　　　　
35
‐
０
１
５
７
ま
た
は
各
地
域
庁

舎
地
域
づ
く
り
推
進
課
へ　

■他
現
在
妊
娠
中

や
、
風
し
ん
感
染
歴
が
あ
る
な
ど

助
成
対
象
外
の
場
合
あ
り
。
市
HP

高
齢
者
に
長
寿
の
お
祝
い
を 

お
届
け
し
て
い
ま
す

■日
９
月
末
ま
で　

■対
・
■内
数
え
歳
88
歳
の
方

（
米
寿
。
昭
和
14
年
生
ま
れ
）
…
市
か
ら
賀

詞
（
一
部
地
域
の
方
に
は
贈
呈
済
み
）　

満

１
０
０
歳
の
方
（
大
正
15
年
４
月
１
日
〜
昭

和
２
年
３
月
31
日
生
ま
れ
）
…
内
閣
総
理
大

臣
か
ら
祝
状
と
記
念
品　

■問
本
所
地
域
包
括

ケ
ア
推
進
課
☎
35
‐
１
２
７
４　

■他
県
知
事

か
ら
の
白
寿
の
方
へ
の
賀
詞
は
行
い
ま
せ
ん

困
り
ご
と
な
ど
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い 

民
生
委
員
・
児
童
委
員
委
嘱
の
お
知
ら
せ

　

次
の
方
が
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。（
敬
称
略
）

▽
藤
島
地
域
…
丸
山
春
男
（
豊
栄
）　

■問
本
所
福
祉
課
☎
35
‐
１
２
５
２

最
高
裁
判
決
を
踏
ま
え
た
生
活

保
護
費
の
追
加
給
付

　

平
成
25
年
か
ら
実
施
さ
れ
た
生
活
扶
助
基

準
等
の
改
定
に
つ
い
て
、
最
高
裁
判
決
に
お

い
て
違
法
性
が
認
め
ら
れ
た
た
め
、
国
の
方

針
に
基
づ
き
、
対
象
者
に
生
活
保
護
費
の
追

加
給
付
を
実
施
し
ま
す
。

■対
平
成
25
年
８
月
〜
令
和
８
年
３
月
に
生
活

保
護
を
受
給
し
て
い
た
世
帯　

■問
最
高
裁
判

決
を
踏
ま
え
た
保
護
費
の
追
加
給
付
相
談
セ

健
康
・
福
祉

届
を
提
出
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
該
当
す

る
方
に
は
通
知
書
を
送
り
ま
す
の
で
、
期
間

内
に
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
（
に
こ
♥

ふ
る
）

☎
26
‐
７
０
４
３
ま
た
は
各
地
域
庁
舎
地
域

づ
く
り
推
進
課
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
受
付　

■日
８
月
３
日
○月
〜
31
日
○月　

■他
７

日
○金
ま
で
は
同
セ
ン
タ
ー
で
の
受
付
を
午
後

７
時
30
分
ま
で
延
長

特
別
児
童
扶
養
手
当
の
所
得
状

況
届
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い

　

特
別
児
童
扶
養
手
当
の
受
給
者
は
、
毎
年

所
得
状
況
届
を
提
出
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

該
当
す
る
方
に
は
通
知
書
を
送
り
ま
す
の
で
、

期
間
内
に
子
育
て
推
進
課
（
に
こ
♥

ふ
る
）

☎
26
‐
０
１
７
６
ま
た
は
各
地
域
庁
舎
地
域

づ
く
り
推
進
課
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
提
出
期
間　

８
月
12
日
○水
〜
９
月
11
日
○金

固
定
資
産
所
有
者
死
亡
の
際
は 

納
税
義
務
者
変
更
の
手
続
き
を

　

土
地
や
建
物
の
所
有
者
が
死
亡
し
た
場
合
、

相
続
人
な
ど
固
定
資
産
税
の
新
た
な
納
税
義

務
者
（
相
続
登
記
を
し
て
い
な
い
場
合
は
相

続
人
の
代
表
）
は
、
納
税
義
務
者

変
更
申
告
書
の
提
出
が
必
要
で
す
。

　

な
お
、
死
亡
に
伴
い
必
要
と
な
る
手
続
き

は
、
市
役
所
本
所
ま
た
は
各
地
域
庁
舎
の

「
お
く
や
み
窓
口
」
で
案
内
し
て

い
ま
す
。

■問
本
所
課
税
課
☎
35
‐
１
１
７
８　

■他
市
HP

子
育
て
・
教
育

税
・
年
金

市
政
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８
月
８
日
は
「
だ
だ
ち
ゃ
豆
の

日
」

　

だ
だ
ち
ゃ
豆
は
、８
月
に
「
甘
露
」「
白
山
」

な
ど
の
品
種
が
収
穫
の
最
盛
期
を
迎
え
ま
す
。

地
元
の
旬
の
味
覚
を
楽
し
ん
で
み
て
く
だ
さ

い
。

■問
本
所
農
政
課
☎
35
‐
１
２
９
６

家
族
・
職
場
・
地
域
全
体
で
声
を
掛
け
合
い 

農
作
業
中
の
熱
中
症
を
予
防
し
ま
し
ょ
う

　

農
作
業
中
の
熱
中
症
に
よ
る
死
亡
者
数
が

増
え
て
い
ま
す
。
農
業
は
１
人
作
業
が
多
い

上
、
症
状
を
自
覚
し
に
く
い
た
め
、
重
篤
化

の
危
険
性
が
あ
り
ま
す
。
め
ま
い
な
ど
熱
中

症
の
お
そ
れ
を
感
じ
た
場
合
は
、
す
ぐ
に
作

業
を
中
断
し
、
水
分
補
給
や
涼
し
い
場
所
へ

の
退
避
等
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

■問
本
所
農
政
課
☎
35
‐
１
２
９
５　

Ｊ
ア
ラ
ー
ト
の
全
国
一
斉
情
報

伝
達
訓
練
を
実
施
し
ま
す

　

自
然
災
害
が
発
生
し
た
場
合
の
緊
急
情
報

は
、
全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム
（
Ｊ
ア
ラ
ー

ト
）
で
、
住
民
の
皆
さ
ん
に
伝
達
さ
れ
ま
す
。

　

訓
練
当
日
は
、
防
災
行
政
無
線
で
の
試
験

放
送
が
行
わ
れ
ま
す
の
で
、
災
害
等
と
間
違

え
な
い
よ
う
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

■日
8
月
26
日
○水
午
前
11
時
頃　

■問
本
所
防
災

安
全
課
☎
35
‐
１
２
０
４

火
山
に
対
す
る
防
災
意
識
を
高
め
ま
し
ょ
う 

８
月
26
日
は「
火
山
防
災
の
日
」

　

大
き
な
噴
石
や
火
砕
流
等
は
、
避
難
ま
で

■日＝日時・期日・期間　■時＝時間　■場＝場所・会場　■定＝定員　■対＝対象・資格　　　　　 ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■

国
民
年
金
付
加
年
金
制
度

　

定
額
の
国
民
年
金
保
険
料
（
令
和
８
年
度

は
月
額
1
万
７
、
９
２
０
円
）
に
、
付
加
保

険
料
（
月
額
４
０
０
円
）
を
上
乗
せ
し
て
納

め
る
こ
と
で
、
老
齢
基
礎
年
金
の
受
給
時
に
、

納
め
た
月
数
×
２
０
０
円
の
金
額
を
年
額
に

加
算
し
て
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
な

お
、
老
齢
基
礎
年
金
を
繰
上
げ
・
繰
下
げ
受

給
す
る
場
合
は
、
付
加
年
金
も
老
齢
基
礎
年

金
と
同
率
で
減
額
ま
た
は
加
算
さ
れ
ま
す
。

■対
国
民
年
金
第
１
号
被
保
険
者
（
国
民
年
金

基
金
の
加
入
者
を
除
く
）　

■問
鶴
岡
年
金
事

務
所
☎
23
‐
５
０
４
０
、
本
所
国
保
年
金
課

☎
35
‐
１
２
９
４
ま
た
は
各
地
域
庁
舎
地
域

づ
く
り
推
進
課
へ　

■他
マ
イ
ナ
ポ

ー
タ
ル
で
の
申
請
も
可
能

市
ラ
イ
ン
で
道
路
や
公
園
施
設

の
損
傷
等
を
連
絡
で
き
ま
す

　

道
路
や
公
園
施
設
の
損
傷
な
ど
の
情
報
を
、

市
ラ
イ
ン
公
式
ア
カ
ウ
ン
ト
か
ら
連
絡
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
路
面
の
陥
没
や
公

園
遊
具
の
破
損
な
ど
、
不
具
合
を
発
見
し
た

際
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
な
お
、
利
用
に
は
、

本
ア
カ
ウ
ン
ト
の
友
だ
ち
追
加
が
必
要
で
す
。

ま
だ
の
方
は
追
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

■問
本
所
土
木
課
☎
35
‐
１
４
０
３
ま
た
は
本

所
都
市
計
画
課
☎
35
‐
１
３
３
２

へ　

■他
市
HP

催し等の中止・延期など、情報が変更となる場合があります。各担当課
や主催者などへのお問合せ、またはホームページ等でご確認ください。

生
活
・
そ
の
他

銀
タ
ク
ト
鶴
岡　

■対
平
成
18
年
４
月
２
日
〜

19
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
方　

■問
社
会
教
育

課
（
櫛
引
庁
舎
）
☎
57
‐
４
８
６
６　

■他
対

象
者
に
は
11
月
中
に
案
内
状
を
発
送

あ
な
た
の
周
り
の
技
能
者
を
推
薦
し
て
く
だ
さ
い 

優
れ
た
技
能
を
持
つ
方
を
募
集
し
ま
す

　

本
市
は
毎
年
、
優
れ
た
技
能
を
持
つ
方
を

卓
越
技
能
者
と
し
て
表
彰
し
て
い
ま
す
。

■対
次
の
①
②
の
全
て
に
該
当
す
る
方　

①
15

年
以
上
の
経
験
を
持
ち
、
今
も
そ
の
職
業
に

従
事
し
て
い
る　

②
技
能
を
通
じ
て
労
働
者

の
地
位
向
上
及
び
産
業
発
展
に
寄
与
し
、
他

の
技
術
者
の
模
範
に
な
っ
て
い
る　

■申
８
月

31
日
○月
ま
で
推
薦
書
を
本
所
商
工

課
☎
35
‐
０
６
３
３
へ　

■他
市
HP

東
北
エ
プ
ソ
ン
ア
ク
ア
リ
ウ
ム
か
も
す
い 

周
辺
道
路
の
渋
滞
緩
和
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　

夏
休
み
期
間
中
は
、
加
茂
水
族
館
及
び
周

辺
の
道
路
の
混
雑
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
同
館

HP
で
は
、
混
雑
予
想
を
公
開
し
て
い
ま
す
の

で
、
計
画
的
な
来
館
を
お
願
い
し
ま
す
。　
　

　

ま
た
、
開
館
時
間
や
当
日
の
混
雑
状
況
に

加
え
、
周
辺
道
路
の
ラ
イ
ブ
カ
メ
ラ
も
確
認

で
き
ま
す
。
お
出
掛
け
前
に
ご
覧
く
だ
さ
い
。　

な
お
、
混
雑
状
況
に
よ
っ
て
、
入
場
者
数
の

調
整
を
行
う
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

周
辺
に
お
住
ま
い
の
皆
さ
ん
の
生
活
を
支

え
る
道
路
の
混
雑
緩
和
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

■問
本
所
観
光
物
産
課
☎
35
‐
１
３
０
１　

■他

海
岸
沿
い
の
道
路
は
一
部
通
行
止
め
の
た
め
、

水
族
館
か
ら
由
良
方
面
へ
は
通
り

抜
け
が
で
き
ま
せ
ん

の
時
間
的
猶
予
が
ほ
と
ん
ど
な
く
、
命
に
直

結
す
る
危
険
な
現
象
で
す
。
登
山
な
ど
の
際

は
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

■問
本
所
防
災
安
全
課
☎
35
‐
１
２

０
４防

災
へ
の
意
識
を
高
め
、災
害
に
備
え
る 

９
月
１
日
は
「
防
災
の
日
」

　

も
し
も
の
と
き
に
備
え
、
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ

プ
や
避
難
場
所
、
避
難
す
る
際
の
非
常
用
持

ち
出
し
品
、
家
族
と
の
連
絡
方
法
に
つ
い
て

確
認
し
ま
し
ょ
う
。

■問
本
所
防
災
安
全
課
☎
35
‐
１
２
０
４

令
和
９
年
度
補
助
事
業
要
望
受
付
中
！ 

鳥
獣
被
害
対
策
に
支
援
し
ま
す　

　

野
生
鳥
獣
に
よ
る
農
作
物
被
害
防
止
の
た

め
、
農
業
者
や
営
農
組
織
、
生
産
組
合
、
猟

友
会
等
を
対
象
に
次
の
費
用
を
補
助
し
ま
す
。

▽
電
気
柵
の
購
入
費
用　

▽
地
域
が
主
体
と

な
っ
て
行
う
鳥
獣
被
害
防
止
対
策
の
活
動
経

費　

▽
防
鳥
ネ
ッ
ト
・
侵
入
防
止
柵
の
購
入

費
用　

▽
狩
猟
免
許
・
銃
所
持
許
可
の
取
得

費
用　

▽
大
型
獣
類
を
対
象
と
し
た
射
撃
技

能
講
習
会
で
使
用
す
る
弾
薬
の
購
入
費
用

■申
本
所
農
山
漁
村
振
興
課
☎
35
‐
１
２
９
８

ま
た
は
各
地
域
庁
舎
産
業
建
設
課
へ　

■他
各

事
業
上
限
あ
り
。
来
年
度
の
事
業
実
施
に
向

け
て
の
要
望
等
は
９
月
30
日
○水
ま

で
受
け
付
け
。
市
HP

令
和
９
年 
鶴
岡
市
二
十
歳
を
祝
う
会

■日
来
年
１
月
10
日
○日
午
後
１
時
30
分　

■場
荘
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〝感動日本一〟の花火大会へ！

赤
川
花
火
大
会
の
始
ま
り

　

今
年
で
33
回
目
を
迎
え
る
赤
川
花
火
大

会
は
、
鶴
岡
の
夏
の
風
物
詩
と
し
て
多
く

の
人
に
親
し
ま
れ
て
き
ま
し
た
。

　

そ
の
始
ま
り
は
、
平
成
３
年
。
当
時
の

鶴
岡
青
年
会
議
所
（
以
降
、
鶴
岡
Ｊ
Ｃ
）

メ
ン
バ
ー
が
口
に
し
た
一
言
、「
子
供
の

頃
に
見
た
花
火
を
復
活
さ
せ
て
、
今
の
子

供
た
ち
に
見
せ
た
い
。」
が
き
っ
か
け
で

し
た
。
資
金
集
め
や
各
種
の
手
続
き
な
ど
、

全
て
が
ゼ
ロ
か
ら
の
ス
タ
ー
ト
で
し
た
が
、

多
く
の
方
々
の
支
援
や
メ
ン
バ
ー
の
情
熱

と
奔
走
に
よ
り
、
27
年
振
り
に
鶴
岡
に
大

輪
の
花
火
が
打
ち
上
が
り
ま
し
た
。

　

以
降
、
鶴
岡
Ｊ
Ｃ
を
中
心
と
し
た
赤
川

花
火
大
会
実
行
委
員
会
が
運
営
を
担
い
、

今
で
は
来
場
者
５
万
人
を
誇
る
、
市
を

代
表
す
る
一
大
イ
ベ
ン
ト
に
な
り
ま
し

た
。
大
会
は
全
国
で
も
注
目
さ
れ
、
昨
年
、

「
47
都
道
府
県
プ
ロ
１
５
０
人
が
感
動
し

た
花
火
ラ
ン
キ
ン
グ
２
０
２
５
」
第
１
位

に
選
ば
れ
ま
し
た
。

地
域
の
人
た
ち
の
期
待
に
応
え
た
い

　

今
年
の
大
会
実
行
委
員
長
の
加
藤
大
貴

さ
ん
は
、
次
の
よ
う
に
話
し
ま
す
。

 

「
何
度
も
大
会
運
営
に
携
わ
る
中
で
、
多

く
の
人
が
花
火
を
楽
し
み
に
し
て
く
だ
さ

る
姿
を
目
に
し
て
き
ま
し
た
。
そ
ん
な
地

域
の
方
々
の
期
待
に
応
え
、
こ
の
大
会
を

成
功
さ
せ
た
い
と
い
う
思
い
か
ら
、今
回
、

実
行
委
員
長
を
引
き
受
け
ま
し
た
。

　

毎
年
、
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
は
、
温
か

い
ご
支
援
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
大
変
感

８月15日をお楽し
みに！ 感動をお届けします！感動をお届けします！

赤川花火大会実行委員会
 Akagawa Fireworks Festival Executive Committee

scene24
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赤川花火大会実行委員会
赤川花火大会実行委員会の中心となる鶴岡青年
会議所は、地域で活動する20歳～40歳の青年
経済人で組織され、今年、創立60周年を迎えた。
今回、お話を伺ったのは、実行委員長の加藤大
貴さん（中央）、副実行委員長の常田拓哉さん
（左）、総括の長南雄太さん（右）。

▲大会テーマ「響
ひびき

輝」は、「感　
　動が郷に響き、笑顔と未来が
　輝く、そんな一夜にしたい」
　という思いから生まれた。

▲ ７月４日に鶴岡駅で行われた観光イベント
に大会公式キャラクター「はなぶぅ」が参
加。様々な催しで花火大会をＰＲしている。

▲ 市内小・中学校から依頼を受け、大会の歴
史や準備の過程、地域の方々と一緒に行う
会場づくりなどを紹介。花火大会を通して
鶴岡をもっと好きになってもらえるように
広報活動にも力を入れている。

赤川花火大会
実行委員会
ホームページ

チケットがない方は！

謝
を
し
て
い
ま
す
。
今
年
も
大
会
期
間
中

は
、
交
通
規
制
な
ど
で
市
民
の
皆
さ
ん
に

ご
不
便
を
お
掛
け
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す

が
、
私
た
ち
は
、
安
全
を
最
優
先
に″
こ

の
ま
ち
を
も
っ
と
良
く
し
た
い
〞
と
い
う

思
い
で
大
会
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
ご

理
解
い
た
だ
け
る
と
あ
り
が
た
い
で
す
」。

　

ま
た
、
大
会
総
括
の
長
南
雄
太
さ
ん
は

 

「
こ
の
花
火
大
会
を
見
た
子
供
た
ち
や
若

い
世
代
が
『
自
分
の
地
元
〝
鶴
岡
〞
っ
て
、

こ
ん
な
に
も
す
ご
い
街
な
ん
だ
』
と
誇
り

に
感
じ
、『
い
つ
か
自
分
も
大
会
に
携
わ

っ
て
み
た
い
』、『
赤
川
花
火
の
よ
う
に
、

地
域
を
元
気
に
す
る
取
り
組
み
に
挑
戦
し

て
み
た
い
』
と
思
う
き
っ
か
け
と
な
る
、

そ
ん
な
大
会
に
し
た
い
で
す
。」
と
、
本

番
に
向
け
て
思
い
を
語
り
ま
す
。

深
夜
ま
で
本
音
で
ぶ
つ
か
り
、
高
め
合
う

　

実
行
委
員
の
メ
ン
バ
ー
は
、
そ
れ
ぞ
れ

本
業
や
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
と
の
バ
ラ
ン
ス
を

取
り
な
が
ら
、
約
１
年
を
か
け
て
大
会
の

準
備
を
進
め
て
い
き
ま
す
。
大
会
が
近
づ

く
に
つ
れ
て
、
と
も
に
過
ご
す
時
間
は
次

第
に
増
え
、
時
に
は
深
夜
ま
で
熱
く
意
見

を
交
わ
し
合
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
長
南

さ
ん
は
次
の
よ
う
に
話
し
ま
す
。

 

「
全
て
は
〝
赤
川
花
火
大
会
を
成
功
さ
せ

た
い
、
も
っ
と
良
い
大
会
に
し
た
い
〞
と

い
う
思
い
を
共
有
し
て
い
る
か
ら
で
す
。

考
え
方
や
意
見
が
異
な
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
が
、
お
互
い
の
思
い
に
耳
を
傾
け
、
尊

重
し
な
が
ら
、
１
つ
の
目
標
に
向
か
っ
て

歩
み
続
け
る
。
そ
の
積
み
重
ね
が
メ
ン
バ

ー
同
士
の
強
い
絆
を
育
み
、
困
っ
た
と
き

に
は
自
然
と
支
え
合
え
る
関
係
に
な
っ
て

い
る
と
思
い
ま
す
」。

「
あ
り
が
と
う
、
感
動
し
た
」の
声
が
力
に
！

　

毎
年
、
多
く
の
企
業
や
コ
ン
テ
ン
ツ
、

ア
ニ
メ
な
ど
と
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
・
タ

イ
ア
ッ
プ
を
実
現
し
て
い
る
赤
川
花
火
大

会
。
今
年
も
世
界
的
な
ア
パ
レ
ル
ブ
ラ
ン

ド
と
の
取
り
組
み
を
は
じ
め
、
様
々
な
挑

戦
を
通
じ
て
大
会
の
魅
力
を
発
信
し
て
い

ま
す
。
大
会
副
実
行
委
員
長
の
常
田
拓
哉

さ
ん
は
、
こ
う
話
し
ま
す
。

 

「
地
域
の
方
々
か
ら
『
あ
り
が
と
う
、
感

動
し
た
』
と
声
を
掛
け
て
い
た
だ
け
る
の

が
何
よ
り
う
れ
し
い
で
す
。
そ
れ
は
、
こ

れ
ま
で
大
会
を
築
き
上
げ
て
き
た
先
輩
方

の
熱
い
思
い
が
、
多
く
の
方
々
に
伝
わ
っ

て
い
る
か
ら
だ
と
思
う
ん
で
す
。
私
た
ち

は
、
そ
の
土
台
の
上
に
立
っ
て
い
る
に
す

ぎ
ま
せ
ん
。
だ
か
ら
こ
そ
、
感
謝
の
気
持

ち
を
忘
れ
ず
、
５
年
後
、
10
年
後
の
大
会

を
支
え
る
新
た
な
土
台
と
な
れ
る
よ
う
、

今
で
き
る
こ
と
に
全
力
で
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
で
す
」。

　　

花
火
大
会
を
つ
く
る
の
は
、
ま
さ
に

「
人
」
で
す
。
実
行
委
員
一
人
ひ
と
り
の

思
い
、
花
火
師
た
ち
の
技
術
、
そ
し
て
地

域
の
方
々
の
支
え
。
そ
の
全
て
が
重
な
り

合
い
、
次
の
世
代
へ
思
い
を
つ
な
い
で
い

く
。
そ
の
姿
こ
そ
が
、
こ
の
赤
川
花
火
大

会
が
多
く
の
人
に
愛
さ
れ
続
け
て
き
た
理

由
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

チケットをお持ちでない
方も映像でお楽しみいた
だけます。
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庄内の夏を盛り上げるJR東日本観光キャンペーンの
オープニングセレモニーが、４日に鶴岡駅で開催され
ました。終了後は、関係団体や集まった市民が観光列
車・海里の乗客をお出迎え。だだちゃ豆や庄内砂丘メ

ロンなどの夏の味覚が振る舞われ、味わった観光客か
ら次々と笑みがこぼれました。また、海里や駅構内等
で自由に飲食できる「ぷらっとホームBAR」も開催。
車内で旅気分を味わいながらお酒を飲む方もいました。

山形庄内夏の観光キャンペーンがスタート！鶴岡｜７.１～９.30

夏山シーズン到来！　霊峰・月山の山開き

出羽三山の一座である月山。山開きに向けた荷揚げで
はヘリコプターが活躍し、歩いて約３時間かかる山頂
の小屋に２分で荷物を届け、準備を整えました。開山

日には、待ちわびた登山者たちが続々と入山。所々に
残る雪渓を慎重に越え、眼下に広がる絶景を仲間と分
かち合いながら山頂を目指していました。

羽黒｜７.１
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茨木のり子生誕100年のつどい

庄内出身の母と夫を持つ、詩人・茨木のり子。代表
作や庄内にまつわる詩が、情感のこもった朗読や合
唱で披露され、多くのファンが聞き入りました。

鶴岡｜６.28

間近で生演奏が聞けた！　芸術文化鑑賞会

朝日地域の小・中学生が、東京レインボウ合奏団の
迫力ある演奏を鑑賞。演奏に合わせ「Believe」を合
唱する機会もあり、音楽の楽しさに触れていました。

地域の名人　恩田藤吉 木工細工展

大工として長年培ってきた技術を用いた、緻密な木
工細工を展示。大きな独

まるきぶね

木舟の模型や、手に取って
遊べる脳トレパズルが来場者を楽しませました。

藤島｜６.27～7.12

温泉街の夜を彩る　あつみ温泉湯灯りNight

笑うことで若返る！　笑って講座

劇団夢一座座長の夢京之助氏が、笑いの健康効果や
前向きな人生の秘けつについて講話。軽快なトーク
に常に笑いが起き、心が弾むひとときになりました。

櫛引｜６.21

しな織の里関川　しなの皮はぎ体験

木から皮を剥ぐ・折る・踏む・更に薄く剥ぐといった、
繊細で力が要る伝統の手仕事を体験。梅雨で水分を
含んだ皮をスルッと爽快に剥がしていました。

温海｜６.28 温海｜７.11

朝日｜６.24

竹灯りや打ち上げ花火を眺めようと、浴衣姿の観光
客など多くの人が来訪。雨に濡れた地面に映る柔ら
かな竹灯りが、特別な夜を演出しました。
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巨
大
マ
ン
モ
ス
展 

月
山
ゾ
ウ
と
そ
の
仲
間
た
ち

■日
10
月
18
日
○日
ま
で
の
午
前
9
時
〜
午
後

4
時
30
分　

■費
高
校
生
以
上
…
８
０
０
円　

小
・
中
学
生
…
５
０
０
円　

３
歳
以
上
…

３
０
０
円　

■場
・
■問
月
山
あ
さ
ひ
博
物
村

☎
53
‐
３
４
１
１　

■他
レ
プ
リ
カ
作
り
、

消
し
ゴ
ム
作
り
（
■費
各
３
０
０
円
）、
カ

ブ
ト
虫
販
売
（
■日
８
月
中
旬
ま
で
）
あ
り

庄
内
産
地
直
売
所 

周
遊
レ
シ
ー
ト
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　

庄
内
地
域
の
直
売
所
21
か
所
の
内
、
３

■ ■ ■ ■ ■ 　　　　　■内＝内容　■師＝講師・指導　■費＝費用・料金　■持＝持ち物　■申＝申込み　■問＝問合せ　■他＝その他　HP＝ホームページ

注）掲載情報の詳細は、問合せ・申込み先に問い合わせる
かHP等で確認してください。■費がないものは原則無料です。
■申があるものは事前の申込みが必要です。
■掲載希望の方は…本所総務課☎35‐1117へ
原稿締切日は発行月の前々月25日です。掲載対象は発行月
の４日以降の催し等です。市内で開催され、対象の市民が
多いものを優先。編集の都合上、掲載できない場合があり
ます。掲載が不適当と市が認めるものは掲載できません。

催
し

か
所
で
買
物
を
し
、
応
募
用
紙
に
レ
シ
ー

ト
を
貼
っ
て
応
募
す
る
と
、
抽
せ
ん
で
43

人
に
お
い
し
い
商
品
が
当
た
り
ま
す
。　

■日
８
月
７
日
○金
〜
10
月
12
日
○月　

■問
庄
内

総
合
支
庁
農
業
技
術
普
及
課
☎

64
‐
２
１
０
３

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
ビ
ー
チ
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
in
ね
ず
が
せ
き

■日
８
月
８
日
○土
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

■場
マ
リ
ン
パ
ー
ク
ね
ず
が
せ
き　

■内
障
害

の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
誰
で
も
「
海
」
を

楽
し
め
る
マ
リ
ン
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
、
キ

ッ
チ
ン
カ
ー
等　

■問
ド
リ
ー
ム
や
ま
が
た

里
山
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
☎
０
２
３
４
‐
21
‐

８
２
５
０

鶴
岡
市
納
涼
囲
碁
大
会

■日
８
月
11
日
○火
午
後
１
時　

■場
囲
碁
サ
ロ

ン
鶴
岡　

テ
ー
マ
は「
熱
艶
〜
ｎ
ｅ
ｔ
ｓ
ｕ
ｅ
ｎ
〜
」 

お
ぃ
や
さ
祭
り

■日
８
月
16
日
○日
午
後
４
時
〜
８
時
40
分

■場
山
王
通
り　

■内
庄
内
は
え
や
節
流
し
踊

り
等ス

テ
ラ
の
会 

星
を
観
る
会「
ペ
ル
セ
ウ

ス
座
流
星
群
と
工
作
を
楽
し
む
一
夜
」

■日
８
月
12
日
○水
午
後
８
時
30
分　

■場
田
川

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー　

■内
解
説
、
観

望
、
工
作　

■費
小
学
生
以
上
３
０
０
円

■持
懐
中
電
灯
、
寝
転
び
マ
ッ
ト
等　

■申
同

会　

■他
別
途
資
料
代
（
１
０
０
円
）、
工

作
材
料
費
実
費

致
道
博
物
館
「
武
装
美
伝
―
刀
剣 

と
甲
冑
―
」
関
連
イ
ベ
ン
ト

▼
記
念
講
演
会
「
か
わ
い
い
江
戸
絵
画
」　

■日
８
月
22
日
○土
午
前
10
時　

■場
荘
銀
ホ
ー

ル　

■定
２
０
０
人　　

■師
金
子
信
久
氏
（
美

術
史
家
）　

■他
要
申
込
み

▼
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク　

■日
８
月
23
日
○日

午
後
２
時　

■場
致
道
博
物
館

▼
共
通　

■問
同
館
☎
22
‐
１
１
９
９　

■他

HP
道
の
駅
「
あ
つ
み
」
し
ゃ
り
ん 

オ
ー
プ
ン
35
周
年
記
念
行
事

■日
８
月
22
日
○土
・
23
日
○日　

■内
念
珠
関
辨

天
太
鼓
の
演
奏
、
夕
陽
能
の
上

演　

■場
・
■問
し
ゃ
り
ん
☎
44
‐

３
２
１
１

つ
る
お
か
森
の
時
間 

夏
緑
樹
林
を
散
策
し
よ
う

■日
８
月
30
日
○日
午
前
８
時
〜
午
後
5
時（
市

役
所
本
所
集
合
）　

■場
山
形
県
立
自
然
博

物
園
（
西
川
町
）　

■定
20
人　

■内
ブ
ナ
の

原
生
林
が
広
が
る
森
を
散
策　

■費
高
校
生

以
上
…
２
、
０
０
０
円　

中
学
生
以
下
…

１
、
０
０
０
円　

■持
昼
食
等　

■申
８
月
10

日
○月
ま
で
HP
ま
た
は
本
所
環
境
政
策
課
☎

26
‐
０
１
３
９
へ　

■他
申
込
み

多
数
の
場
合
抽
せ
ん

鶴
岡
市
芸
術
祭（
９
月
の
日
程
）

▼
鶴
岡
ア
ー
ト
フ
ォ
ー
ラ
ム
会
場

▽
白

社
美
術
展
（
公
募
）　

■日
９
月
２

日
○水
〜
13
日
○日
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
6

時
（
13
日
は
午
後
4
時
ま
で
）　

■費
大
人

…
５
０
０
円　

学
生
…
２
０
０
円　

中
学

生
以
下
…
無
料

▽
Ａ
Ｋ
Ｉ
Ｋ
Ｏ
フ
ラ
メ
ン
コ
ス
タ
ジ
オ
華

の
か
ほ
り 

フ
ラ
メ
ン
コ
コ
ン
サ
ー
ト　

今

こ
の
瞬
間
を　

■日
９
月
12
日
○土
午
後
6
時

30
分　

■費
１
、
８
０
０
円

▽
フ
ォ
ト
サ
ロ
ン
写
楽　

写
真
展
覧
会

■日
９
月
17
日
○木
〜
21
日
○月
午
前
10
時
〜
午

後
４
時　

▽
庄
内
水
彩
展　

■日
９
月
23
日
○水
〜
27
日

○日
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
（
23
日
は
午
後

１
時
か
ら
。
27
日
は
午
後
3
時
ま
で
）

▼
中
央
公
民
館
会
場

▽
鶴
岡
ジ
ュ
ニ
ア
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
・
鶴
岡

バ
イ
オ
リ
ン
サ
ー
ク
ル　

合
同
室
内
楽
チ

ャ
リ
テ
ィ
ー
コ
ン
サ
ー
ト　

■日
９
月
5
日

○土
午
後
３
時　

■費
大
人
…
５
０
０
円　

中

学
生
・
高
校
生
…
３
０
０
円　

小
学
生
以

下
…
無
料　

■他
小
学
生
以
下
保
護
者
同
伴

▽
さ
ゞ
波
会　

民
謡
と
舞
踊
の
つ
ど
い

■日
９
月
13
日
○日
午
後
０
時
30
分

▽
錦
心
流
琵
琶
全
国
一
水
会　

鶴
岡
支
部

演
奏
会　

■日
９
月
20
日
○日
午
後
1
時
30
分

▽
山
琴
箏
会
公
演
「
翼
〜
つ
ば
さ
〜
」

■日
９
月
27
日
○日
午
後
1
時
30
分

▼
共
通　

■問
鶴
岡
市
芸
術
文
化
協
会
☎
57

‐
２
０
０
８
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０
人　

■内
た
る
ワ
イ
ン
・
ぶ
ど
う
ジ
ュ
ー

ス
飲
み
放
題
、
月
山
ワ
イ
ン
有
料
試
飲
会

（
限
定
ワ
イ
ン
あ
り
）、
抽
せ
ん
会
、
じ
ゃ

ん
け
ん
大
会
、
ワ
イ
ン
販
売　

■費
20
歳
以

上
…
３
、０
０
０
円
（
試
飲
券
5
枚
付
き
）

19
歳
以
下
…
５
０
０
円
（
ジ
ュ
ー
ス
）

■申
８
月
３
日
○月
〜
28
日
○金
に
Ｊ
Ａ
庄
内
た

が
わ
本
所
・
各
支
所
、
月
山
ワ
イ
ン
山
ぶ

ど
う
研
究
所
、
ん
め
農
マ
ル
シ
ェ
へ　

■問

同
ま
つ
り
実
行
委
員
会
☎
64
‐
３
０
０
０

東
北
青
年
フ
ォ
ー
ラ
ム
in
鶴
岡

■日
９
月
５
日
○土
午
後
2
時
30
分　

■場
荘
銀

タ
ク
ト
鶴
岡　

■内
▽
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
「
幸
せ
を
カ
タ
チ
に
す
る
東
北
会

議
〜
な
い
も
の
探
し
か
ら
、
あ
る
も
の
探

し
へ
〜
」（
■
登
壇
者　

大
高
香
世
氏

〈
㈱
博
報
堂
〉、
キ
ャ
イ
〜
ン
等
）　

▽ 

講
演
「
今
、
こ
こ
に
あ
る
幸
せ
を
全
力
で

考
え
る
」（
■師
為
末
大
氏
）　

■問
同
フ
ォ

ー
ラ
ム
運
営
委
員
会

黒
川
能
野
外
能
楽 

水
焰
の
能

■日
９
月
５
日
○土
午
後
６
時　

■場
櫛
引
総
合

運
動
公
園
（
雨
天
時
は
櫛
引
ス
ポ
ー
ツ
セ

ン
タ
ー
）　

■定
３
０
０
人　

■内
舞
囃
子（
櫛

引
東
小
）、
能
「
黒
塚
」「
春
日
龍
神
」、

狂
言
「
三
本
柱
」（
黒
川
能
上
座
）　

■費
２
、

０
０
０
円
（
当
日
は
５
０
０
円
増
し
。
高

校
生
以
下
無
料
）　

■問
櫛
引
庁
舎
産
業
建

設
課
☎
57
‐
２
１
１
５

あ
つ
ま
れ
！
森
の
た
ん
け
ん
た
い
＆
こ
ど
も
大
工
さ
ん 

フ
ォ
レ
ス
ト
フ
ィ
ー
ル
セ
ミ
ナ
ー

■日
９
月
５
日
○土
午
前
10
時
〜
午
後
３
時
30

分
（
鶴
岡
市
あ
つ
み
森
林
組
合
集
合
）

■対
山
道
を
１
時
間
程
度
歩
け
る
方
20
人

■内
森
の
探
検
、
ク
ラ
フ
ト
体
験
等　

■師
大

築
和
彦
氏
（
東
北
農
林
専
門
職
大
学
付
属

農
林
大
学
校
）　

■費
１
、
０
０
０
円
（
昼

食
代
等
）　

■持
軍
手
等　

■申
８
月
17
日
○月

ま
で
２
次
元
コ
ー
ド
で　

■問
同

組
合
☎
43
‐
２
３
１
３
へ

斎
藤
秀
一
と
そ
の
時
代 

い
ま
を
生
き
る
わ
た
し
た
ち
の
指
針

■日
９
月
5
日
○土
午
後
2
時　

■定
50
人　

■師

萩
原
洋
子
氏　

■費
５
０
０
円　

■場
・
■申
図

書
館
本
館
☎
25
‐
５
０
１
４　

■他
斎
藤
秀

一
の
墓
参
、
講
師
を
囲
ん
だ
夕
食
交
流
会

（
別
途
食
事
代
）
あ
り

山
形
県
少
年
の
主
張
大
会 

鶴
岡
地
区
大
会

■日
９
月
５
日
○土
午
後
２
時　

■場
出
羽
庄
内

国
際
村　

■内
鶴
岡
市
と
三
川
町
の
中
学
生

が
熱
い
思
い
を
発
表　

■問
本
所
防
災
安
全

課
☎
35
‐
１
２
０
４
ま
た
は
鶴
岡
警
察
署

生
活
安
全
課
☎
28
‐
０
１
１
０
へ

完
全
前
売
り
制 

月
山
ワ
イ
ン
ま
つ
り

■日
９
月
５
日
○土
午
後
２
時
30
分
〜
4
時
30

分　

■場
グ
ラ
ン
ド
エ
ル
・
サ
ン　

■定
5
０

催し等の中止・延期など、情報が変更となる場合があります。各担当課
や主催者などへのお問合せ、またはホームページ等でご確認ください。

市
立
図
書
館
特
別
講
座 

『
シ
ャ
ー
ロ
ッ
ク
・
ホ
ー
ム
ズ
物
語
』の
楽
し
み

■日
９
月
６
日
○日
午
後
２
時　

■定
50
人　

■師

東
山
あ
か
ね
氏
（
日
本
シ
ャ
ー
ロ
ッ
ク
・

ホ
ー
ム
ズ
協
会
主
宰
者
）　

■場
・
■申
８
月

18
日
○火
か
ら
図
書
館
本
館
☎
25
‐
２
５
２

５
へこ

の
本
だ
い
す
き
の
会 

結
成
30
周
年
記
念 

読
み
が
た
り
で
広
げ
よ
う 

絵
本
の
世
界

▼
会
員
に
よ
る
お
話
会
＆
さ
と
う
ま
り
こ

1
ペ
ー
ジ
絵
本
展
示　

■日
９
月
13
日
○日
午

前
９
時
30
分　

■場
田
田
の
宿
研
修
セ
ン
タ

ー
（
三
川
町
）　

■申
９
月
９
日
○水
ま
で

▼
読
み
語
り
と
自
然
体
験　

ス
ワ
ン
ク
ラ

ブ　

■日
11
月
1
日
○日　

■場
鶴
岡
公
園

▼
共
通　

■費
５
０
０
円　

六
十
里
越
街
道　

歴
史
旅 

『
ゆ
ど
の
詣
で
』全
行
程
を
歩
く

■日
９
月
19
日
○土
〜
21
日
○月
午
前
８
時
〜
午

後
５
時
（
月
山
あ
さ
ひ
博
物
村
集
合
。
21

日
は
午
後
４
時
ま
で
）　

■場
①
19
日
…
松

根
↓
注
連
寺
↓
大
日
坊
↓
田
麦
俣　

②

20
日
…
田
麦
俣
↓
蟻
腰
坂
↓
湯
殿
山
奥
の

院　

③
21
日
…
湯
殿
山
有
料
道
路
料
金
所

↓
大
岫
峠
↓
志
津
温
泉
（
西
川
町
）　

■定

各
日
先
着
25
人　

■費
①
３
、
０
０
０
円

②
4
、
3
０
０
円　

③
２
、
３
０
０
円

■持
着
替
え
（
21
日
の
み
）、
昼
食
等　

■申

９
月
12
日
○土
ま
で
あ
さ
ひ
む
ら
観
光
協
会

☎
53
‐
３
４
１
１
へ　

■他
３
日
間
参
加
の

方
優
先

羽
越
本
線
高
速
化
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

■日
９
月
29
日
○火
午
後
1
時
30
分　

■場 

東
京

第
一
ホ
テ
ル
鶴
岡　

■定
２
０
０
人　

■師
中

井
精
也
氏
（
鉄
道
写
真
家
）　

■申
9
月
11

日
○金
ま
で
庄
内
開
発
協
議
会
☎
66
‐
５
６

８
９
へ

日
本
海
沿
岸
エ
リ
ア
満
喫
の
婚
活
バ
ス
ツ
ア
ー 

と
き
め
き
や
ま
が
た
旅

■日
10
月
31
日
○土
〜
11
月
1
日
○日
（
１
泊
２

日
）　

■対
18
歳
〜
39
歳
の
独
身
男
女
各
15

人
（
要
件
あ
り
）　

■内
東
北
エ
プ
ソ
ン
ア

ク
ア
リ
ウ
ム
か
も
す
い
貸
切
イ
ベ
ン
ト
、

庄
内
羽
黒
休
暇
村
で
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
等

■費
５
、
０
０
０
円　

■申
８
月
19
日
○水
ま
で

HP
で　

■問
㈱
日
本
旅
行
東
北
山

形
支
社
☎
０
２
３
‐
６
３
１
‐

２
２
９
５

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
ヨ
ガ
教
室 

２
期
（
全
10
回
） 

会
員
募
集

■日
８
月
5
日
〜
11
月
18
日
の
水
曜
日
午
後

７
時　

■場
つ
る
し
ん
ア
リ
ー
ナ
小
真
木
原　

■対
18
歳
以
上
（
高
校
生
を
除
く
）
15
人

■費
7
、
０
０
０
円
（
別
途
登
録
会
費
２
、

５
０
０
円
）　

■持
ヨ
ガ
マ
ッ
ト
等　

■問
鶴

岡
市
民
健
康
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
☎
25
‐
８

１
３
１

健
康
・
ス
ポ
ー
ツ
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フ
リ
ー
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ 

利
用
資
格
講
習
会

■日
８
月
５
日
○水
・
21
日
○金
、
９
月
２
日
○水

・
18
日
○金
午
後
7
時　

■対
高
校
生
以
上
10

人　

■費
４
０
０
円　

■場
・
■申
藤
島
体
育
館

☎
64
‐
２
１
４
３

認
知
症
の
学
び
や
交
流
・
相
談 

ほ
っ
こ
り
か
ふ
ぇ

■日
①
８
月
６
日
○木　

②
９
月
３
日
○木　

■時

午
前
10
時　

■場
に
こ
♥

ふ
る　

■内
①
認
知

症
診
断
後
の
生
活　

②
口

の
健
康
と
認
知
症
の
関
係

■申
本
所
地
域
包
括
ケ
ア
推

進
課
☎
29
‐
４
１
８
０

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム 

利
用
資
格
講
習
会

▼
つ
る
し
ん
ア
リ
ー
ナ
小
真
木
原
（
☎
25

‐
８
１
３
１
）　

■日
８
月
10
日
○月
、
９
月

14
日
○月
午
後
７
時
、
８
月
30
日
○日
午
後
３

時
30
分　

■定
40
人

▼
藤
島
体
育
館
（
☎
64
‐
２
１
４
３
）

■日
８
月
・
９
月
の
各
月
４
回
〜
５
回
午
後

２
時
・
７
時　

■定
15
人

▼
羽
黒
体
育
館
（
☎
62
‐
４
７
８
９
）

■日
８
月
6
日
○木
、
９
月
10
日
○木
午
後
７
時

■定
10
人

▼
櫛
引
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
（
☎
57
‐
４

３
１
１
）　
■日
８
月
18
日
○火
、
９
月
15
日

○火
午
後
２
時
30
分　

■定
10
人

▼
共
通
　
■対
中
学
生
以
上　

■費
４
０
０
円　

■他
要
予
約
。
利
用
資
格
証
は
４
施
設
共
通

が
ん
患
者
と
そ
の
ご
家
族
の
方
へ 

荘
内
傾
聴
カ
フ
ェ「
に
こ
っ
と
」

■日
８
月
12
日
○水
・
26
日
○水
午
後
２
時　

■場

荘
内
病
院　

■内
が
ん
ピ
ア
サ
ポ
ー
タ
ー
と

病
気
や
生
活
に
つ
い
て
対
話　

■申
各
日
前

日
ま
で
同
院
が
ん
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
☎

26
‐
５
１
５
５
へ

慶
應
先
端
研
か
ら
だ
館
の
催
し

▼
健
康
大
学　

正
し
く
知
る
シ
リ
ー
ズ

高
齢
者
の
暮
ら
し
の
支
援　

■日
８
月
19
日

○水
午
前
９
時
30
分　

■定
先
着
15
人　

■内
自

宅
で
利
用
で
き
る
介
護
サ
ー
ビ
ス

▼
朝
活　

健
幸
ゲ
ー
ム
で
認
知
症
予
防

■日
８
月
26
日
○水
、
10
月
28
日
○水
、
12
月
23

日
○水
、
来
年
2
月
24
日
○水
午
前
10
時　

■内

か
る
た
、
す
ご
ろ
く

▼
共
通　

■場
鶴
岡
タ
ウ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

■申
同
館
☎
29
‐
０
８
０
６　

ウ
ィ
ッ
グ
・
補
正
下
着
の 

展
示
と
相
談
会

■日
８
月
19
日
○水
午
後
2
時　

■場
荘
内
病
院

■内
治
療
等
で
の
外
見
上
の
変
化
に
対
す
る

悩
み
の
緩
和　

■問
同
院
が
ん
相
談
支
援
セ

ン
タ
ー
☎
26
‐
５
１
５
５

認
知
症
を
理
解
す
る
教
室

■日
8
月
22
日
○土
午
前
10
時　

■場
に
こ
♥

ふ

る　

■定
50
人　

■内「
認
知
症
ケ
ア
・
対
応

方
法
」
岡
部
和
歌
子
（
荘
内
病
院
認
知
症

看
護
認
定
看
護
師
）　

■申
本
所
地
域
包
括

ケ
ア
推
進
課
☎
29
‐
４
１
８
０

Ｆ
ⅰ
ｔ
ｈ
ｏ
ｐ
体
験
会
＆ 

Ｚ
Ｕ
Ｍ
Ｂ
Ａ
教
室　

■日
８
月
22
日
○土
午
後
６
時
30
分　

■場
第
四

学
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー　

■費
Ｚ
Ｕ

Ｍ
Ｂ
Ａ
…
５
０
０
円
（
初
回
無
料
）　

Ｆ

ｉ
ｔ
ｈ
ｏ
ｐ
…
無
料　

軽
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム 

利
用
資
格
講
習
会

■日
８
月
27
日
○木
午
後
１
時
30
分　

■場
に
こ

♥

ふ
る　

■対
18
歳
以
上
（
高
校
生
を
除
く
）

先
着
20
人　

■費
２
１
０
円　

■申
８
月
26
日

○水
ま
で
健
康
課
（
に
こ
♥

ふ
る
）
☎
35
‐

０
１
４
９
へ　

■他
市
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー

ム
利
用
資
格
証
を
お
持
ち
の
方
は
受
講
免

除
て
く
て
く
健
康「
里
山
あ
る
き
」

▼
古
の
六
十
里
越
街
道
を
行
く
　
■日
９
月

５
日
○土
午
前
８
時
30
分
（
市
役
所
本
所
集

合
〈
原
則
バ
ス
利
用
〉）　

■場
七
曲
↓
追
分

石
↓
大
滝
山
御
堂
跡
↓
田
ノ
頭
↓
十
王
峠

（
５
㎞
）　

■申
８
月
20
日
○木
〜
27
日
○木　

▼
藤
沢
周
平
ゆ
か
り
の
湯
田
川
を
あ
る
く

■日
９
月
12
日
○土
午
前
８
時
45
分
（
湯
田
川

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
集
合
。
送
迎
バ

ス
は
午
前
８
時
30
分
に
市
役
所
本
所
出
発

〈
要
予
約
〉）　

■場
同
セ
ン
タ
ー
↓
藤
沢 

↓
岡
山
↓
森
片
↓
樹
木
園
↓
由
豆
佐
売
神　
　
　

社
↓
起
点
（
７
㎞
）　

■申
８
月
24
日
○月
〜

31
日
○月

▼
共
通　

■定
75
人　

■費
高
校
生
以
上
…
１
、

０
０
０
円
　
中
学
生
以
下
…
５
０
０
円

■申
ス
ポ
ー
ツ
課
☎
25
‐
８
１
３
１
ま
た
は

市
ラ
イ
ン
で　

■他
小
学
生
以
下

保
護
者
同
伴

は
じ
め
て
の
♪
フ
ラ
ダ
ン
ス
体
験 

（
全
３
回
）

■日
８
月
28
日
○金
、
９
月
４
日
○金
・
18
日
○金

午
後
７
時　

■対
鶴
岡
市
・
三
川
町
・
庄
内

町
に
勤
務
ま
た
は
在
住
の
高
校
生
以
上
10

人　

■師
名
取
友
美
氏
（
サ
ー
ク
ルN

ā Pua
Lino

）　

■費
１
、
６
５
０
円　

■場
・
■申
８
月

４
日
○火
〜
21
日
○金
に
参
加
料
を
添
え
て
中

央
公
民
館
女
性
セ
ン
タ
ー
☎
24

‐
２
３
４
０
へ

鶴
岡
市
こ
こ
ろ
元
気
ア
ッ
プ

セ
ミ
ナ
ー

■日
９
月
5
日
○土
午
後
1
時
30
分
　
■場
先
端

研
究
産
業
支
援
セ
ン
タ
ー　

■定
１
５
０
人　

■内「
こ
ど
も
・
若
者
の
気
持
ち
へ
の
寄
り

添
い
と
は
何
か
〜
『
聴
く
』『
応
答
』『
対

話
』
の
力
〜
」
森
川
す
い
め
い
氏
（
精
神

科
医
）　

■申
８
月
28
日
○金
ま
で
２
次
元
コ

ー
ド
ま
た
は
健
康
課
（
に
こ
♥

ふ

る
）
☎
35
‐
０
１
５
６
へ

ヘ
ル
ス
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー 

「
コ
ツ
コ
ツ
コ
ー
ス
」（
全
8
回
）

■日
９
月
9
日
○水
・
25
日
○金
、
10
月
6
日
○火

と
9
日
○金
の
内
1
日
・
23
日
○金
、
11
月
6
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日
○金
・
13
日
○金
・
27
日
○金
、
12
月
４
日
○金

午
前
９
時
30
分
（
９
月
9
日
の
み
午
後
1

時
30
分
）　

■場
に
こ
♥

ふ
る　

■対
本
市
に
住

民
登
録
が
あ
る
69
歳
以
下
の
方
30
人
（
要

件
あ
り
）　

■内
体
組
成
測
定
、
運
動
実
技
、

健
康
学
習
、
生
活
習
慣
に
関
す
る
個
別
相

談　

■費
１
、
５
０
０
円　

■申
８
月
20
日
○木

ま
で
健
康
課
（
に
こ
♥

ふ
る
）
☎

35
‐
０
１
４
９
へ　

■他
市
HP

ナ
イ
タ
ー
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
リ
ー
グ 

大
会
参
加
チ
ー
ム
・
個
人
募
集

■日
10
月
上
旬
〜
12
月　

■対
ク
ラ
ブ
男
子
・

女
子
、
実
業
団
、
シ
ニ
ア
、
ミ
ド
ル
（
男

女
混
合
）、
個
人
は
鶴
岡
地
区
ク
ラ
ブ
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
連
盟
登
録
チ
ー
ム
で
の
参
加　
　

■費
１
チ
ー
ム
８
、
０
０
０
円
（
個
人
は
参

加
チ
ー
ム
に
よ
る
）　

■申
８
月
17
日
○月
ま

で
大
宝
館
夏
休
み
イ
ベ
ン
ト 

ク
イ
ズ
で
学
ぼ
う
！
大
宝
館

■日
８
月
12
日
○水
ま
で
の
午
前
９
時
〜
午
後

４
時　

■対
市
内
の
小
学
生
と
そ
の
家
族

■場
・
■問
同
館
☎
24
‐
３
２
６
６

助
産
師
が
授
乳
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
ま
す 

母
乳
・
ミ
ル
ク
相
談（
要
予
約
）

■日
８
月
５
日
・
19
日
・
26
日
、
９
月
2
日

・
９
日
・
16
日
・
30
日
の
水
曜
日
午
前
10

時　

■場
に
こ
♥

ふ
る　

■持
母
子
健
康
手
帳

■申
健
康
課
（
に
こ
♥

ふ
る
）
☎
35
‐
０
１

５
７西

部
児
童
館 

ゆ
め
っ
く
り
な
つ
ま
つ
り

■日
８
月
16
日
○日
午
前
10
時
　
■対
小
学
生
40

人
　
■内
お
化
け
屋
敷
、
射
的
、
ジ
ュ
ー
ス

釣
り
等
　
■費
３
０
０
円
（
か
き
氷
と
遊
び

の
セ
ッ
ト
前
売
り
券
）　
■場
・
■申
８
月
３

日
○月
か
ら
同
館
☎
29
‐
０
０
３

１
へキ

ッ
チ
ン
ｆ
ｕ
ｔ
ａ
ｂ
ａ
シ
ェ
フ
が
講
師 

子
ど
も
料
理
教
室

■日
８
月
23
日
○日
午
前
10
時
、
午
後
２
時
30

分
　
■対
小
学
生
各
回
５
人
　
■費
１
、
０
０

０
円
　
■申
８
月
20
日
○木
ま
で
２
次
元
コ
ー

ド
で
　
■場
・
■問
花
蓮
☎
０
９
０

‐
１
０
３
４
‐
６
８
１
５

こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー

▼
あ
か
ち
ゃ
ん
広
場　

■日
①
８
月
27
日
○木　

②
９
月
30
日
○水　

■時
午
前
10
時　

■場
に
こ

♥

ふ
る　

■対
未
就
園
児
（
①
令
和
７
年
８

月
〜
８
年
１
月
生
ま
れ　

②
令
和
７
年
９

月
〜
8
年
２
月
生
ま
れ
）
と
そ
の
保
護
者

各
日
30
組　

■内
①
離
乳
食
の
話　

②
音
楽

を
楽
し
も
う　

■師
①
栄
養
士　

②
蛸
井
美

羽
鳥
氏　

■持
バ
ス
タ
オ
ル　

■申
２
次
元
コ

ー
ド
で

▼
自
由
来
館
型
遊
び
場「
な
か
よ
し
広
場
」

休
日
午
前
開
放　

■日
９
月
5
日
○土
午
前
９

時
〜
正
午　

■場
に
こ
♥

ふ
る

▼
転
入
者
の
た
め
の
子
育
て
案
内
講
座

■日
９
月
８
日
○火
午
前
10
時　

■場
に
こ
♥

ふ

る　

■対
妊
婦
ま
た
は
子
育
て
中
の
転
入
家

族
５
組　

■他
要
申
込
み

▼
あ
か
ち
ゃ
ん
の
お
部
屋　

■日
９
月
10
日

○木
午
前
10
時　

■場
に
こ
♥

ふ
る　

■対
令
和

８
年
3
月
〜
5
月
生
ま
れ
の
未
就
園
児
と

そ
の
保
護
者
30
組　

■内
触
れ
合
い
遊
び

■持
バ
ス
タ
オ
ル　

■申
２
次
元
コ
ー
ド
で

▼
あ
そ
び
の
広
場
・
秋　

■日
９
月
25
日
○金

午
前
10
時
15
分　

■場
朝
暘
武
道
館　

■対
生

後
３
か
月
以
上
の
未
就
園
児
と
そ
の
保
護

者
先
着
50
組　

■内
赤
ち
ゃ
ん
コ
ー
ナ
ー
、

フ
ォ
ト
コ
ー
ナ
ー
等　

■申
８
月
25
日
○火
〜

９
月
７
日
○月
に
２
次
元
コ
ー
ド
で

▼
共
通　

■問
同
セ
ン
タ
ー
（
に

こ
♥

ふ
る
）
☎
25
‐
２
７
４
１

ま
ん
ま
ル
ー
ム
８
月
の
講
座 

親
子
ふ
れ
あ
い
ヨ
ガ
＆
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
体
操

■日
８
月
28
日
○金
午
前
10
時
30
分　

■対
８
か

月
〜
２
歳
児
と
そ
の
保
護
者
先
着
15
組

■師
上
野
和
佳
氏
（
ベ
ビ
ー
ケ
ア
イ
ン
ス
ト

ラ
ク
タ
ー
）　

■場
・
■申
８
月
３
日
○月
か
ら

同
ル
ー
ム
☎
24
‐
５
６
３
５
へ

南
部
児
童
館 

み
な
っ
く
る

▼
自
然
体
験
活
動
「
オ
ー
タ
ム
ア
ド
ベ
ン

チ
ャ
ー
in
大
山
」　

■日
８
月
29
日
○土
午
前

９
時
〜
午
後
３
時　

■場
自
然
学
習
交
流
館

ほ
と
り
あ　

■対
小
学
生
先
着
12
人　

■内
湿

地
周
辺
で
の
生
物
観
察
、
ザ
リ
ガ
ニ
釣
り
、

自
然
ク
ラ
フ
ト　

■費
３
０
０
円　

■持
昼
食

等　

■申
８
月
7
日
○金
か
ら

▼
み
な
っ
く
る
で
作
ろ
う
！　

■日
９
月
4

日
○金
午
前
10
時
、
午
後
１
時　

■場
南
部
児

童
館　

■対
乳
幼
児
と
そ
の
保
護
者　

■内
手

作
り
お
も
ち
ゃ

▼
プ
レ
イ
セ
ン
タ
ー
ポ
ピ
ン
ズ　

防
災
企

画
「
け
む
り
の
お
う
ち
で
、
ぼ
う
さ
い
デ

ビ
ュ
ー
！
」　

■日
９
月
７
日
○月
午
前
10
時

15
分　

■場
同
館　

■対
未
就
園
児
と
そ
の
保

護
者
20
組　

■内
火
災
疑
似
体
験
、
講
話

■申
８
月
18
日
○火
か
ら

▼
共
通　

■問
同
館
☎
64
‐
１
９

０
０　

■他
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム

親
子
人
形
劇

■日
９
月
２
日
○水
午
前
9
時
30
分　

■場
櫛
引

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー　

■対
未
就
学
児
と
そ

の
保
護
者
、子
育
て
サ
ー
ク
ル
等　

■内『
か

さ
じ
ぞ
う
』『
〜
お
は
な
し
シ
ア
タ
ー
〜

お
う
ち
を
つ
く
ろ
う
』　

■師
人
形
劇
団
ク

ス
ク
ス　

■申
櫛
引
庁
舎
地
域
づ
く
り
推
進

課
☎
57
‐
２
１
１
１

暘
光
児
童
館 

「
親
子
ふ
れ
あ
い
あ
そ
び
」

■日
９
月
２
日
○水
午
前
10
時　

■対
未
就
学
児

と
そ
の
保
護
者
10
人
程
度　

■場
・
■申
８
月

１
日
○土
か
ら
同
館
☎
64
‐
８
６
４
０
へ

子
育
て
中
や
産
前
産
後
の
ご
家
庭
に 

子
育
て
わ
く
わ
く
タ
イ
ム

■日
９
月
16
日
○水
午
前
10
時　

■内
後
藤
敬
子

子
育
て
・
子
供
向
け
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院
長
（
ご
っ
と
助
産
院
）
に
よ
る
発
育
測

定
・
保
健
相
談
、
支
援
員
に
よ
る
絵
本
読

み
聞
か
せ　

■場
・
■問
常
念
寺
保
育
園
地
域

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
る
ん
び

に
ー
園
☎
24
‐
９
０
５
５

ペ
ア
レ
ン
ト
・
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
連
続
講
座
（
全
５
回
）

■日
９
月
30
日
○水
、
10
月
14
日
○水
・
28
日
○水
、

11
月
11
日
○水
・
25
日
○水
午
後
7
時　

■場
に

こ
♥

ふ
る　

■対
小
学
1
年
〜
４
年
生
の
子

供
の
発
達
に
不
安
の
あ
る
保
護
者
10
人

■内
子
供
の
行
動
を
理
解
す
る
た
め
の
ヒ
ン

ト
等　

■師
木
村
智
則
氏
（
こ
こ
ろ
の
医
療

セ
ン
タ
ー
）　

■申
８
月
28
日
○金
〜
9
月
11

日
○金
に
２
次
元
コ
ー
ド
で　

■問
障
害
者
相

談
支
援
セ
ン
タ
ー
（
に
こ
こ
ろ
）

☎
25
‐
２
７
９
４

　　
　
　
　
　

東
田
川
文
化
記
念
館

▼
小
林
功
　
絵
画
展　

■日
８
月
１
日
○土
〜

16
日
○日
午
前
９
時
〜
午
後
４
時
30
分　

■場

同
館　

■他
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク
（
■日
８
月

８
日
○土
午
前
11
時
）
あ
り

▼
郡
役
所
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

　
■日
８
月
29
日

○土
午
後
１
時
30
分　

■場
同
館
　
■内
県
内
５

施
設
の
職
員
に
よ
る
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
等　

■申
８
月
21
日
○金
ま
で
藤
島
庁

舎
地
域
づ
く
り
推
進
課
☎
64
‐
５
８
１
４

へ

▼
館
外
体
験

　
う
き
た
む
の
地
で
古
代
手

作
り
体
験

　
■日
９
月
12
日
○土
午
前
９
時
〜

午
後
４
時
30
分
（
同
館
集
合
）　

■場
う
き

た
む
風
土
記
の
丘
考
古
資
料
館（
高
畠
町
）　

■対
小
学
生
以
上　

■内
火
起
こ
し
、
古
代
ブ

レ
ス
レ
ッ
ト
作
り
等　

■費
５
０
０
円

▼
大
人
の
大
学
　
■日
９
月
16
日
○水
、
10
月

21
日
○水
・
30
日
○金
、
11
月
18
日
○水
午
前
９

時　

■場
東
田
川
文
化
記
念
館　

■対
18
歳
以

上
20
人　

■内
軽
体
操
、
講
話
、
工
作
、
歌

声
喫
茶
等　

■費
１
、７
０
０
円　

■他
10
月

30
日
は
館
外
で
研
修

▼
共
通

　
■問
同
館
☎
64
‐
２
５

３
７自

然
学
習
交
流
館 

ほ
と
り
あ

▼
夜
の
開
放
日　

■日
８
月
５
日
○水
〜
７
日

○金
午
後
４
時
30
分
〜
７
時

▼
里
地
里
山
学
講
座

▽
外
来
生
物
を
フ
ラ
ン
ス
料
理
に
し
て
み

よ
う
！　

■日
８
月
８
日
○土
午
前
10
時　

■定

88
人　

■師
佐
藤
啓
志
氏
（
ビ
ス
ト
ロ
・
デ

・
ポ
ン
）　

■費
1
、
5
０
０
円　

■申
８
月
６

日
○木
ま
で　

▽
都
沢
湿
地
の
水
生
昆
虫

■日
８
月
９
日
○日
午
後
１
時
30
分
　
■定
30
人　

■師
三
田
村
敏
正
氏
（
コ
ク
ー
ン
ワ
ー
ル
ド

福
島
）　

■費
５
０
０
円　

■申
８
月
７
日
○金

ま
で

▼
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

▽
夏
の
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
会　

■日
８
月

８
日
○土
午
前
10
時　

▽
イ
タ
ド
リ
笛
づ
く

り　

■日
８
月
８
日
○土
午
前
10
時
30
分　

■費

１
０
０
円　

▽
マ
イ
ク
ロ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

ア
ク
セ
サ
リ
ー
づ
く
り　

■日
８
月
８
日
○土

午
後
１
時　

■費
３
０
０
円
か
ら　

▽
湿
地

で
ト
ン
ボ
探
し　

■日
８
月
11
日
○火
午
前
９

時
30
分　

■定
15
人　

■費
５
０
０
円　

▽
共
通　

■申
各
日
２
日
前
ま
で

▼
自
然
観
察
会
「
夏
の
星
空
観
賞
会
」

■日
８
月
11
日
○火
午
後
７
時　

■定
20
人　

■師

富
樫
均
氏　

■費
５
０
０
円

▼
共
通　

■場
・
■問
同
館
☎
33
‐
８
６
９
３

創
造
の
森
交
流
館

▼
麻
雀
笑
楽
交　

■日
８
月
５
日
○水
・
19
日

○水
・
26
日
○水
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
３
時

30
分

▼
数
独
教
室　

■日
８
月
７
日
○金
・
21
日
○金

・
28
日
○金
午
前
９
時
30
分

▼
イ
ン
ド
風
キ
ー
マ
カ
レ
ー
を
作
る　

■日

８
月
８
日
○土
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
2
時　

■定
先
着
10
人　

■費
９
０
０
円

▼
暮
ら
し
に
役
立
つ
ロ
ー
プ
ワ
ー
ク
講
座　

■日
８
月
22
日
○土
午
前
９
時
30
分　

■定
先
着

10
人　

■内
も
や
い
結
び
、
荷
締
め
結
び
、

お
と
こ
結
び
等　

■持
太
さ
６
㎜
〜
10
㎜
で

長
さ
２
ｍ
ほ
ど
の
ロ
ー
プ
１
本

▼
共
通　

■場
・
■申
同
館
☎
62
‐
２
６
５
５

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

▼
ギ
タ
ー
Ａ
（
ラ
）　

■日
８
月
5
日
○水
・

19
日
○水
午
後
1
時

▼
唄
を
楽
し
む
会　

■日
８
月
６
日
○木
・
7

日
○金
・
20
日
○木
・
21
日
○金
・
27
日
○木
・
28

日
○金
午
前
9
時
30
分　

▼
高
齢
者
の
元
気
を
支
え
る
無
料
健
康
相

談　

■日
８
月
６
日
○木
・
20
日
○木
・
27
日
○木
、

９
月
３
日
○木
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

▼
共
通　

■場
・
■問
同
セ
ン
タ
ー
☎
24
‐
０

０
６
６

月
山
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー

▼
山
に
関
す
る
映
画
３
ｄ
ａ
ｙ　

■日
・
■内

８
月
9
日
○日
…『
里
山
は
持
続
可
能
な
世

界
だ
っ
た
』　

10
日
○月
…『
森
を
織
る
』　

11
日
○火
…『
風
の
波
紋
』　

■時
午
前
10
時
、

午
後
1
時　

■定
各
回
15
人　

■費
５
０
０
円

（
中
学
生
以
下
無
料
）　

▼
夏
の
ブ
ナ
林
観
察
会　

■日
８
月
29
日
○土

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
1
時
30
分　

■定
25

人　

■費
１
、
０
０
０
円　

■持
昼
食
等　

■申

８
月
19
日
○水
ま
で

▼
共
通　

■場
・
■問
同
セ
ン
タ
ー
☎
62
‐
４

３
２
１

鶴
岡
ア
ー
ト
フ
ォ
ー
ラ
ム

▼
欠
け
た
器
を
直
そ
う
〜
簡
易
金
継
ぎ
教

室　

■日
８
月
30
日
○日
午
前
10
時　

■対
初
め

て
受
講
す
る
高
校
生
以
上
先
着
12
人　

■師

こ
ま
つ
か
お
る
氏
（
農
的
暮
ら
し
研
究
所

主
宰
）　

■費
２
、
０
０
０
円　

■持
欠
け
た

器
等　

■申
８
月
４
日
○火
〜
16
日
○日

▼
天
然
石
で
よ
み
が
え
る
ア
ッ
プ
サ
イ
ク

ル
ア
ク
セ
サ
リ
ー　

■日
９
月
９
日
○水
午
後

２
時　

■対
中
学
生
以
上
先
着
10
人　

■師
大

瀧
由
希
氏
（
Ｈ
Ａ
Ｙ
Ａ
Ｓ
Ｅ
代
表
）　

■費 

２
、
３
０
０
円
（
別
途
材
料
代
）　

■持
ア

■ ■ ■ ■ ■ 　　　　■内＝内容　■師＝講師・指導　■費＝費用・料金　■持＝持ち物　■申＝申込み　■問＝問合せ　■他＝その他　HP＝ホームページ

施
設
の
催
し 
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▽
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｅ
Ｌ
マ
ク
ロ
と
Ｖ
Ｂ
Ａ
プ
ロ
グ

ラ
ミ
ン
グ　

■日
９
月
7
日
○月
〜
10
月
22
日

○木
の
月
曜
・
木
曜
日
午
後
6
時
30
分
（
９

月
21
日
、
10
月
12
日
を
除
く
）　

■定
９
人　

■費
２
万
円

▽
ロ
ジ
カ
ル
シ
ン
キ
ン
グ
研
修　

■日
９
月

８
日
○火
午
前
９
時
〜
午
後
４
時　

■定
20
人　

■費
６
、
０
０
０
円

▽
わ
か
り
や
す
い
説
明
力
向
上
研
修　

■日

９
月
15
日
○火
午
前
９
時
〜
午
後
４
時　

■定

20
人　

■費
６
、
０
０
０
円

▽
共
通　

■場
・
■申
同
セ
ン
タ
ー

☎
23
‐
２
２
０
０

日
本
赤
十
字
社
山
形
県
支
部 

赤
十
字
救
急
法
基
礎
講
習

■日
８
月
29
日
○土
午
後
１
時　

■場
に
こ
♥

ふ

る　

■対
15
歳
以
上
20
人　

■内
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
用

い
た
一
次
救
命
処
置　

■費
１
、
５
０
０
円

■申
８
月
21
日
○金
ま
で
HP
で　

■問

同
支
部
☎
０
２
３
‐
６
４
１
‐

１
３
５
３

心
肺
蘇
生
法
な
ど
を
学
ぶ 

普
通
救
命
講
習
Ⅰ
・
Ⅲ

■日
９
月
10
日
○木
午
後
５
時
30
分　

■場
消
防

本
部　

■定
・
■内
普
通
救
命
講
習
Ⅰ
…
成
人

に
対
す
る
心
肺
蘇そ

生
法
・
50
人　

普
通
救

命
講
習
Ⅲ
…
小
児
に
対
す
る
心
肺
蘇
生
法

・
30
人　

■申
８
月
６
日
○木
〜
９
月
３
日
○木

に
２
次
元
コ
ー
ド
で　

■問
消
防
署
警
備
課

☎
22
‐
８
３
３
１　

■他
応
急
手
当
ウ
ェ
ブ

講
習
を
事
前
に
受
講
さ
れ
た
方

は
午
後
６
時
30
分
か
ら

や
ま
が
た
地
域
Ｗ
ｅ
ｂ
ラ
イ
タ
ー 

入
門
講
座

■日
９
月
12
日
○土
午
後
２
時　

■場 

勤
労
者
会

館　

■定
先
着
15
人　

■内
Ｗ
ｅ
ｂ
ラ
イ
テ
ィ

ン
グ
、
読
ま
れ
る
文
章
の
書
き
方　

■持
ノ

ー
ト
パ
ソ
コ
ン　

■申
９
月
11
日
○金
ま
で
２

次
元
コ
ー
ド
で　

■問
ボ
ン
へ
イ
ベ
ル
ク
編

集
部
☎
０
２
３
７
‐
53
‐
０
８

７
７介

護
予
防
・
日
常
生
活
支
援
総
合
事
業

担
い
手
養
成
研
修
会

▼
講
義
（
全
３
回
）　

■日
９
月
24
日
○木
午

前
９
時
30
分
〜
午
後
3
時
45
分
、
10
月
９

日
○金
午
後
１
時
、
11
月
11
日
○水
午
後
１
時　

■場 

に
こ
♥

ふ
る　

■持
昼
食
（
９
月
24
日
の

み
）

▼
通
い
の
場
見
学
会
ま
た
は
生
活
支
援
の

実
習　

■日
10
月
13
日
○火
〜
11
月
10
日
○火
の

内
１
日
（
１
時
間
30
分
）　

■場 

市
内
の
通

い
の
場
ま
た
は
事
業
所

▼
共
通　

■定
20
人　

■申
9
月
11
日
○金
ま
で

本
所
地
域
包
括
ケ
ア
推
進
課
☎

29
‐
４
１
８
０
へ

山
形
大
学
農
学
部
公
開
講
座 

農
学
の
夕
べ
（
全
５
回
）

■日
９
月
24
日
○木
、
10
月
1
日
○木
・
8
日
○木

・
22
日
○木
・
29
日
○木
午
後
６
時
30
分　

■対

高
校
生
以
上
先
着
70
人　

■内
農
学
の
魅
力

を
紹
介　

■場
・
■申
８
月
20
日
○木
〜
9
月
10

日
○木
に
HP
ま
た
は
同
学
部
☎
28

‐
２
９
４
１
へ

■日＝日時・期日・期間　■時＝時間　■場＝場所・会場　■定＝定員　■対＝対象・資格　　　　　 ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■

ク
セ
サ
リ
ー
（
両
穴
が
開
い
て
い
る
石
・

パ
ー
ツ
等
）　

■申
８
月
４
日
○火
〜
25
日
○火

▼
共
通　

■場
・
■問
同
館
☎
29
‐
０
２
６
０

金
峰
少
年
自
然
の
家

▼
金
峰
倶
楽
部
〜
自
然
の
中
で
里
山
を
き

れ
い
に
し
よ
う
〜　

■日
９
月
６
日
○日
午
前

９
時　

■対
中
学
生
以
上　

■内
草
刈
り
、
木

の
伐
採
、
花
壇
整
備
、
草
木
の
観
察
会
等　

■費
20
円
（
希
望
者
は
別
途
昼
食
代
５
８
０

円
）　

■申
８
月
30
日
○日
ま
で　

▼
わ
ん
ぱ
く
自
然
塾
〜
ち
び
っ
こ
の
巻
〜　

■日
９
月
12
日
○土
〜
13
日
○日
（
１
泊
２
日
）

■内
キ
ャ
ン
プ
の
基
礎
体
験
、
野
外
活
動
等　

■対
小
学
１
年
〜
３
年
生
25
人　

■費
４
、
３

０
０
円　

■申
８
月
12
日
○水
〜
24
日
○月　

■他

応
募
多
数
の
場
合
抽
せ
ん

▼
は
じ
め
て
の
フ
ァ
ミ
リ
ー
キ
ャ
ン
プ

■日
10
月
３
日
○土
午
後
３
時
〜
４
日
○日
午
前

９
時　

■対
家
族
８
組
30
人
程
度　

■費
１
人

５
０
０
円
（
別
途
食
費
）　

■申
９
月
１
日

○火
〜
15
日
○火　

■他
応
募
多
数
の
場
合
抽
せ

ん▼
共
通　

■申
２
次
元
コ
ー
ド
で

■場
・
■問
同
館
☎
24
‐
２
４
０
０

ふ
じ
し
ま
市
場
た
わ
ら
や 

８
月
の
た
わ
ら
や
教
室

▼
ハ
ー
ブ
教
室
「
虫
よ
け
ス
プ
レ
ー
作
り

等
」　

■日
８
月
８
日
○土
午
前
10
時　

■定
先

着
８
人　

■費
２
、
５
０
０
円

▼
ス
イ
ー
ツ
教
室
「
ス
ノ
ー
ボ
ー
ル
」　

■日
８
月
８
日
○土
午
後
１
時
30
分　

■定
先
着

７
組　

■費
２
、
５
０
０
円

▼
白
神
こ
だ
ま
酵
母
パ
ン
作
り　

■日
８
月

23
日
○日
午
前
10
時　

■対
大
人
先
着
6
人　

■費
３
、
５
０
０
円

▼
共
通　

■場
・
■申
同
市
場
☎
64

‐
３
０
９
３

雑
穀
と
野
菜
の
ス
ー
プ
レ
ッ
ス
ン 

〜
雑
穀
ご
は
ん
・
お
か
ず
試
食
つ
き
〜

■日
８
月
19
日
○水
午
前
11
時
30
分　

■場
ま
る

ま
ま
っ
と　

■定
６
人　

■内
雑
穀
と
旬
の
野

菜
を
使
っ
た
ス
ー
プ
作
り　

■師
今
野
深
雪

氏
（
フ
ウ
未
来
生
活
研
究
所
）　

■費
３
、

３
０
０
円　

庄
内
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー

▼
起
業
・
ビ
ジ
ネ
ス
夜
間
相
談
会　

■日
８

月
25
日
○火
、
９
月
29
日
○火
、
10
月
27
日
○火
、

11
月
24
日
○火
、
12
月
22
日
○火
、
来
年
1
月

26
日
○火
午
後
6
時
〜
8
時
30
分　

■定
各
日

６
人　

■場
・
■申
同
セ
ン
タ
ー
☎
29
‐
１
６

２
０

▼
職
業
能
力
開
発
講
座

▽
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
強
化
セ
ミ
ナ
ー　

■日

８
月
27
日
○木
午
前
９
時
〜
午
後
４
時　

■定

20
人　

■費
６
、
０
０
０
円

▽
巻
き
込
み
型
調
整
力
研
修　

■日
９
月
4

日
○金
午
前
９
時
〜
午
後
４
時　

■定
20
人

■費
６
、
０
０
０
円　

講
座
・
講
習
会 

催し等の中止・延期など、情報が変更となる場合があります。各担当課
や主催者などへのお問合せ、またはホームページ等でご確認ください。
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自
衛
官
等
採
用
試
験

令
和
８
年
度 

採
用
募
集
種
目

試
験
日

受
付
期
間

①
２
等
陸
・
海

・
空
士（
任
期

制
自
衛
官
）

筆
記
・
適
性
検
査

…
９
月
17
日
○木
〜

20
日
○日
の
内
１
日

８
月
18
日
○火

〜
９
月
10
日

○木

口
述
・
身
体
検
査

…
９
月
26
日
○土
〜

28
日
○月
の
内
１
日

令
和
９
年

３
月
・
４
月 

採
用
募
集
種
目

試
験
日

受
付
期
間

②
防
衛
大
学
校 

学
生

推
薦
試
験
…
９
月
19

日
○土
ま
た
は
20
日
○日
９
月
５
日
○土

〜
８
日
○火

総
合
選
抜
１
次
試

験
…
９
月
19
日
○土

一
般
１
次
試
験
…

10
月
31
日
○土

10
月
15
日
○木

ま
で

③
防
衛
医
科
大

学
校
看
護
学

科
学
生

１
次
試
験
…
10
月

17
日
○土

10
月
２
日
○金

ま
で

④
同
校
医
学
科

学
生

１
次
試
験
…
10
月

24
日
○土

10
月
８
日
○木

ま
で

■
試
験
会
場　

①
筆
記
・
適
性
検
査
…
ウ

ェ
ブ
開
催　

口
述
・
身
体
検
査
…
神
町
駐

屯
地
（
東
根
市
）　

②
推
薦
試
験
・
総
合

選
抜
１
次
試
験
…
仙
台
駐
屯
地
（
宮
城
県

仙
台
市
）　

②
一
般
1
次
試
験
・
③
④
…

山
形
地
方
合
同
庁
舎
（
山
形
市
）　

■申
自
衛

隊
山
形
地
方
協
力
本
部
鶴
岡
出

張
所
☎
22
‐
０
４
６
６

■ ■ ■ ■ ■ 　　　　■内＝内容　■師＝講師・指導　■費＝費用・料金　■持＝持ち物　■申＝申込み　■問＝問合せ　■他＝その他　HP＝ホームページ

日
本
海
夕
日
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト 

参
加
者
募
集
中

　

村
上
市
瀬
波
温
泉
〜
鶴
岡
市
あ
つ
み
温

泉
で
撮
影
し
た
、
夕
日
が
テ
ー
マ
の
写
真

を
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
で
募
集
し
て
い
ま
す
。

■
募
集
期
間　

11
月
30
日
○月
ま
で　

■問
温

海
庁
舎
産
業
建
設
課
☎
43
‐
４
６
１
７

■他
優
秀
作
品
に
選
定
さ
れ
た
方

に
は
地
域
特
産
品
を
贈
呈

奥
州
三
古
関（
鼠
ヶ
関
・
勿
来
関
・
白
河
関
） 

「
勿
来
の
関
歌
会
」短
歌
募
集
中

　

奥
州
三
古
関
を
テ
ー
マ
に
し
た
短
歌（
風

景
、
歴
史
、
旅
の
情
景
等
）
を
募
集
し
て

い
ま
す
。

■
募
集
期
間　

８
月
31
日
○月
ま
で　

■

　

■
部

門　

一
般
の
部
、
中
・
高
校
生
の
部
、
小

学
生
以
下
の
部　

■申
２
次
元
コ
ー
ド
で

■問
勿
来
ひ
と
・
ま
ち
未
来
会
議

☎
０
２
４
６
‐
63
‐
７
５
０
０

海
岸
清
掃
・
花
壇
整
備
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集 

湯
野
浜
き
ら
き
ら
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

■日
８
月
30
日
○日
午
前
10
時
15
分
（
湯
野
浜

海
水
浴
場
北
側
駐
車
場
集
合
）　

■申
8
月

28
日
○金
ま
で
２
次
元
コ
ー
ド
ま
た
は
湯
野 

浜
温
泉
観
光
協
会
☎
75
‐
２
２

５
８
へ

９
月
18
日
○金
〜
22
日
○火
開
催 

鶴
岡
市
高
齢
者
作
品
展
作
品
募
集

■対
市
内
在
住
の
60
歳
以
上
の
個
人
ま
た
は

団
体　

■
種
別　

工
芸
、
手
芸
、
書
、
絵

画
、
写
真
（
１
人
２
点
以
内
）　

■申
８
月

18
日
○火
ま
で
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
☎
64
‐

１
１
２
２
へ　

■問
同
会
ま
た
は
本
所
地
域

包
括
ケ
ア
推
進
課
☎
35
‐
１
２
７
４
へ

手
づ
く
り
絵
本
・
紙
芝
居 

コ
ン
ク
ー
ル
作
品
募
集

■
規
格　

▽
絵
本
…
８
ペ
ー
ジ
以
上
で
本

の
形
に
な
っ
て
い
る
も
の
（
形
式
・
材
料

は
自
由
）　

▽
紙
芝
居
…
８
場
面
以
上
で

紙
芝
居
の
形
に
な
っ
て
い
る
も
の　

■申
作

品
に
応
募
票
を
添
付
し
、
８
月
26
日
○水
ま

で
図
書
館
本
館
☎
25
‐
２
５
２
５
へ

令
和
９
年
度
鶴
岡
市
戦
没
者
追
悼
式 

「
平
和
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
」募
集

■対
市
内
在
住
の
小
学
６
年
〜
高
校
２
年
生

■内
平
和
へ
の
願
い
、
戦
没
者
へ
の
追
悼　

■
規
格　

４
０
０
字
詰
め
原
稿
用
紙
２
枚

程
度
（
氏
名
・
ふ
り
が
な
・
学
校
名
・
学

年
・
電
話
番
号
を
明
記
）　

■申
８
月
3
日

○月
〜
９
月
30
日
○水
に
本
所
福
祉
課
☎
35
‐

１
２
５
２
へ　

■他
応
募
者
か
ら
１
人
を
選

出
し
、
来
年
４
月
24
日
○土
の
式
典
で
の
発

表
を
依
頼
。
発
表
者
に
記
念
品
あ
り

令
和
９
年
産「
つ
や
姫
」 

生
産
者
・ 

「
雪
若
丸
」
生
産
組
織
募
集

　

認
定
を
受
け
る
に
は
、
水
田
経
営
面
積

や
栽
培
方
法
、
販
売
方
法
等
の
要
件
を
満

た
す
必
要
が
あ
り
ま
す
。

■
募
集
期
間　

８
月
７
日
○金
〜
9
月
11
日

○金　

■申
つ
や
姫
生
産
者
…
本
所
農
政
課
☎

35
‐
１
２
９
６
ま
た
は
各
地
域
庁
舎
産
業

建
設
課
へ　

雪
若
丸
生
産
組
織
…
庄
内
総

合
支
庁
農
業
技
術
普
及
課
☎
64
‐
２
１
０

３
　
■他
農
協
、
米
穀
集
荷
業
者
ま
た
は
生

産
組
織
等
を
通
じ
て
申
請
す
る

場
合
は
、
各
団
体
等
の
締
切
日

を
要
確
認

暮
ら
し
の
中
の
小
さ
な
困
り
ご
と 

を
支
え
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集
中

■内
買
物
や
家
事
等
の
生
活
支
援　

■申
８
月

31
日
○月
ま
で
本
所
地
域
包
括
ケ

ア
推
進
課
☎
29
‐
４
１
８
０
へ

■他
市
HP

ふ
じ
し
ま
音
楽
祭 

出
演
者
募
集

■日
10
月
31
日
○土　

■場
藤
島
地
区
地
域
活
動

セ
ン
タ
ー　

■対
主
に
藤
島
地
域
で
活
動
し
、

音
楽
祭
出
演
に
伴
う
実
行
委
員
会
参
加
が

可
能
な
団
体
ま
た
は
個
人　

■申
8
月
24
日

○月
ま
で
藤
島
庁
舎
地
域
づ
く
り

推
進
課
☎
64
‐
５
８
１
４
へ

日
本
語
ス
ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス

ト
in
庄
内　

出
場
者
募
集

■日
11
月
15
日
○日
午
前
10
時　

■場
三
川
町
子

育
て
交
流
施
設
テ
オ
ト
ル　

■
部
門　

①

ス
ピ
ー
チ
の
部
（
テ
ー
マ
自
由
）　

②
朗

読
の
部
（
課
題
作
品
あ
り
）　

■対
庄
内
地

方
在
住
の
外
国
出
身
者
10
人
（
朗
読
の
部

は
最
大
５
人
）　

■
発
表
時
間　

①
５
分
〜

７
分　

②
３
分
程
度　

■申
9
月
30
日
○水
ま

で
出
羽
庄
内
国
際
村
☎
25
‐
３

６
０
０
へ　

■他
参
加
賞
あ
り　

募
集
・
相
談
・
そ
の
他
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つ
る
お
か
エ
コ
川
柳 

作
品
募
集

■
部
門　

①
小
・
中
学
生　

②
一
般　

■対

①
市
内
在
学　

②
市
内
在
住
・
在
学
ま
た

は
在
勤
し
て
い
る
方　

■申
８
月
31
日
○月
ま

で
申
込
み
フ
ォ
ー
ム
ま
た
は
応
募
用
紙
に

必
要
事
項
を
記
入
し
、
本
所
環
境
政
策
課

☎
26
‐
０
１
３
９
へ　

■他
１
人
２
作
品
以

内
。
提
出
物
返
却
不
可
。
入
賞

者
へ
副
賞
あ
り
。
市
HP

グ
リ
ー
ン
カ
ー
テ
ン
コ
ン
テ

ス
ト　

写
真
募
集

■対
市
民
及
び
市
内
の
企
業
・
団
体　

■申
応

募
用
紙
に
写
真
を
添
付
し
、
８
月
31
日
○月

ま
で
本
所
環
境
政
策
課
☎
26
‐
０
１
３
９

へ　

■他
提
出
物
返
却
不
可
。
入

賞
者
へ
副
賞
あ
り
。
市
HP

小
・
中
学
校
で
働
い
て
み
ま

せ
ん
か

■対
講
師
（
常
勤
・
非
常
勤
）
…
教
員
免
許

必
要　

教
員
業
務
支
援
員
…
教
員
免
許
不

要　

■問
庄
内
教
育
事
務
所
☎
68
‐
１
９
８

１
荘
内
大
祭
大
名
行
列 

参
加
者
募
集

■対
①
藩
主
役
1
人
（
平
成
10
年
生
ま
れ
の

男
性
）　

②
女
人
列
8
人
（
選
考
会
8
月

28
日
○金
）　

③
犬
ひ
き
2
人
（
1
人
に
つ

き
和
犬
１
頭
を
連
れ
て
来
ら
れ
る
方
）

■申
８
月
23
日
○日
ま
で
HP
で　

■問
荘
内
神
社

☎
22
‐
８
１
０
０　

■他
①
・
③

は
応
募
多
数
の
場
合
審
査
会
あ

り
こ
こ
ろ
の
健
康
相
談

■日
８
月
・
９
月
の
毎
週
水
曜
・
金
曜
日

■場
に
こ
♥

ふ
る　

■内
眠
れ
な
い
日
が
続
く
、

気
分
が
沈
ん
で
元
気
が
な
い
等
の
悩
み
へ

個
別
対
面
相
談
（
１
人
１
時
間
程
度
）　

■申
健
康
課
（
に
こ
♥

ふ
る
）
☎
35
‐
０
１
５

６
若
者
ひ
き
こ
も
り
相
談

■日
８
月
・
9
月
の
週
１
回　

■場
に
こ
♥

ふ

る　

■対
社
会
参
加
で
き
な
い
、
家
か
ら
出

ら
れ
な
い
等
の
40
歳
未
満
の
方
と
そ
の
家

族
各
日
２
人　

■内
専
門
職
に
よ
る
個
別
対

面
相
談　

■申
健
康
課
（
に
こ
♥

ふ
る
）
☎
35

‐
０
１
５
６　

■他
開
催
日
は
要
問
合
せ

糖
尿
病
健
康
相
談 

〜
管
理
栄
養
士
に
よ
る
個
別
相
談
〜

■日
８
月
４
日
○火
・
18
日
○火
、
９
月
１
日
○火

・
15
日
○火
午
前
9
時
30
分
〜
午
後
3
時
20

分　

■場
に
こ
♥

ふ
る　

■対
お
お
む
ね
75
歳

ま
で
の
血
糖
値
が
気
に
な
る
方
等　

■申
健

康
課
（
に
こ
♥

ふ
る
）
☎
35
‐
０
１
４
９

弁
護
士
や
司
法
書
士
が
相
談
に
応
じ
ま
す 

債
務
・
相
続
に
関
す
る
無
料
相
談
会

■日
８
月
22
日
○土
午
前
10
時
〜
午
後
２
時

■対
鶴
岡
・
田
川
地
域
に
在
住
ま
た
は
勤
務

の
方
先
着
８
組　

■場
・
■申
８
月
21
日
○金
ま

で
東
北
労
働
金
庫
鶴
岡
支
店
☎
22
‐
３
１

４
７
へ

専
門
家
が
ス
ピ
ー
ド
解
決 

住
宅
相
談
会

■日
①
８
月
26
日
○水　

②
９
月
24
日
○木　

■時

午
前
10
時
〜
11
時　

■場
①
市
役
所
本
所
４

階
ロ
ビ
ー　

②
同
４
０
１
会
議
室　

■内
新

築
・
増
改
築
、
耐
震
診
断
、

リ
フ
ォ
ー
ム
補
助
、
高
齢
者

減
災
ア
ド
バ
イ
ス
等　

■申
本

所
建
築
課
☎
35
‐
１
４
２
８

■他
HP事

前
申
込
不
要　

電
話
で
相
談 

生
活
な
ん
で
も
相
談
ダ
イ
ヤ
ル

■日
８
月
27
日
○木
・
28
日
○金
午
前
10
時
〜
午

後
5
時　

■
相
談
電
話
・
■問
生
活
あ
ん
し

ん
ネ
ッ
ト
や
ま
が
た
☎
０
１
２
０
‐
39
‐

６
０
２
９

弁
護
士
が
無
料
で
相
談
に
応
じ
ま
す 

Ｂ
型
肝
炎
特
措
法
無
料
相
談
会

■日
９
月
5
日
○土
午
後
1
時
30
分
〜
3
時　

■場
勤
労
者
会
館　

■対
集
団
予
防
接
種
で
Ｂ

型
肝
炎
に
な
っ
た
方
と
そ
の
家
族　

■申
全

国
Ｂ
型
肝
炎
訴
訟
新
潟
・
山
形
・
福
島
事

務
所
☎
０
２
５
‐
２
２
３
‐
１
１
３
０

「
ぼ
ら
ん
た
す
」
の
催
し
・ 

相
談
会

▼
ら
く
や
こ
ど
も
食
堂　

■日
８
月
4
日
○火

・
18
日
○火
、
９
月
1
日
○火
・
15
日
○火
午
後

６
時　

■費
大
人
…
３
０
０
円　

学
生
以
下

…
１
０
０
円　

▼
こ
こ
ろ
元
気
サ
ロ
ン　

■日
８
月
6
日
○木
、

９
月
３
日
○木
午
後
１
時

▼
こ
こ
ろ
元
気
相
談
会　

■日
８
月
20
日
○木

・
23
日
○日
、
９
月
10
日
○木
・
27
日
○日
午
前

10
時
〜
午
後
５
時

▼
共
通　

■場
楽
家　

■問
ぼ
ら
ん
た
す
☎
33

‐
８
７
３
０

生
活
道
路
に
お
け
る
自
動
車
の 

法
定
速
度
が
引
き
下
げ
ら
れ
ま
す

　

９
月
1
日
○火
か
ら
、
生
活
道
路
の
法
定

速
度
が
時
速
60
㎞
か
ら
時
速
30
㎞
に
引
き

下
げ
ら
れ
ま
す
。
決
め
ら
れ
た
速
度
の
範

囲
内
で
あ
っ
て
も
、
路
面
や
交
通
状
況
、

天
候
に
応
じ
た
安
全
な
運
転
を
心
掛
け
て

く
だ
さ
い
。

■問
鶴
岡
警
察
署
☎
28
‐
０
１
１

０　

■他
HP

山
形
交
響
楽
団
演
奏
会
チ
ケ
ッ
ト 

を
無
料
で
差
し
上
げ
ま
す

■日
10
月
10
日
○土
午
後
７
時　

■場
山
形
テ
ル

サ
（
山
形
市
）　

■対
市
内
在
住
の
方
４
人

（
１
人
１
枚
）　

■申
８
月
10
日
○月
ま
で
社
会

教
育
課
（
櫛
引
庁
舎
）
☎
57
‐
４
８
６
７

へ　

■他
チ
ケ
ッ
ト
は
当
せ
ん
者
に
郵
送

藤
沢
周
平
記
念
館
・
旧
致
道
館
・
大
宝
館 

８
月
12
日
○水
は
臨
時
開
館
日
で
す

■問
藤
沢
周
平
記
念
館
…
☎
29
‐
１
８
８
０　

旧
致
道
館
…
☎
23
‐
４
６
７
２　

大
宝
館

…
☎
24
‐
３
２
６
６

催し等の中止・延期など、情報が変更となる場合があります。各担当課
や主催者などへのお問合せ、またはホームページ等でご確認ください。
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引
っ
越
し
て
く
る
息
子
夫

婦
に
役
立
つ
情
報
は
？

　

県
外
に
住
む
息
子
夫
婦
と
孫
が
、
今

年
鶴
岡
に
引
っ
越
し
て
き
ま
す
。
鶴
岡

で
の
生
活
に
役
立
つ
情

報
や
注
意
す
る
こ
と
な

ど
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

転
入
前
の
相
談
・
登
録
で
受

け
ら
れ
る
支
援
が
あ
り
ま
す

　

出
身
地
に
戻
っ
て
暮
ら
す
「
U
タ
ー

ン
移
住
」。
県
外
に
暮
ら
す
ご
家
族
等

か
ら
「
鶴
岡
に
戻
っ
て
暮
ら
し
た
い
」

と
い
う
話
が
出
た
際
は
、
本
所
地
域
振

興
課
☎
35
‐
１
１
９
１
に
相
談
す
る
よ

う
お
伝
え
く
だ
さ
い
。
市
の
移
住
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が
、
仕
事
や
子
育
て
、

住
ま
い
な
ど
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

　

転
入
日
の
前
日
ま
で
に
「
や
ま
が
た

暮
ら
し
移
住
登
録
」
に
登
録
す
る
こ
と

で
、
山
形
県
の
移
住
支
援
制
度
が
利
用

で
き
ま
す
。
転
入
後
で
は
対
象
外
に
な

る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
必
ず
事
前

の
登
録
・
相
談
を
お
願
い
し
ま
す
。

Ａ Q

市への意見や質問、広報を読んで
の感想などをお寄せください。
◎送り先　 
　本所総務課☎35‐1117

しょうない氣龍祭●庄内町
■日８月11日○火午後４時30分～８時　■場庄内町
ギャラリー温泉町湯周辺（鶴岡信用金庫余目
支店～和心交差点）　■内あまるめ飛龍太鼓演奏、
パレード、フィナーレ（龍の舞）など　■問庄内
町観光協会☎0234‐42‐2922　■他キッチン
カー等の屋台エリア、露天エリアあり

「杉沢比山」現地公演●遊佐町
国指定重要無形民俗文化財「杉沢比山」の現地
公演が行われます。
■日・■内８月６日○木…「仕組」　15日○土…「本舞」
20日○木…「神送」　■場杉沢熊野神社
▶共通　■時午後７時　■問遊佐町教育委員会☎
0234‐72‐5892

みなとオアシスまつりin酒田●酒田市
■日８月30日○日午前10時～午後３時　■場SAKA
TANTO脇　
▶イベントゾーン　■内酒田海洋少年団手旗演技、
イカ型丸太釣り大会、DＪライブ、ダンスパフォ
ーマンス、ゲーム、クイズ、フリースローチャレ
ンジ等　
▶グルメゾーン　■内グルメ販売、オアシス特別メ
ニュー販売
▶体験ゾーン　■内海のいきものタッチプール、港
のお仕事展示、ワークショップ　
▶働く船の一般公開　■内乗船体験（要事前申込み）
▶共通　■問酒田市商工港湾課☎0234‐26‐575
8　■他会場周辺の駐車場及び道路は混雑・渋滞が
予想されますので、う回にご協力をお願いします

▼
主
な
移
住
支
援

▼
移
住
相
談
会（
ふ
る
さ
と
回
帰
フ
ェ
ア
）

■日
９
月
12
日
○土
午
前
10
時
〜
午
後
４
時

30
分　

■場
東
京
国
際
フ
ォ
ー
ラ
ム
（
東

京
都
千
代
田
区
）

▼
相
談
・
登
録
は
こ
ち
ら
か
ら

　
　
　
　
　
　
　〈
本
所
地
域
振
興
課
〉

鶴岡市移住サイト
「前略　つるおかに住みマス。」

／

／

▽
お
試
し
住
宅　

　

移
住
前
に
鶴
岡
で
の
暮
ら
し
を

　

体
験
（
短
期
・
長
期
）

▽
つ
る
お
か
食
の
支
援

　

地
元
産
食
品
等
の
詰
め
合
わ
せ

　

を
贈
呈

▽
賃
貸
住
宅
の
家
賃
を
一
部
補
助

　

月
上
限
１
万
円
×
最
大
24
か
月

▽
山
形
県
移
住
支
援
金

　

東
京
圏
か
ら
移
住
し
、
一
定
の

　

要
件
を
満
た
し
た
方
が
対
象

▽
つ
る
お
か
エ
ー
ル
奨
学
金
返
済

　
支
援
事
業

　

市
内
で
働
き
暮
ら
す
若
者
の
奨

　

学
金
返
済
を
支
援

移住者インタビュー
は必見!
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今月の各種相談窓口開設日　８/４～９/３
内 容 問 合 せ 相 談 日 時・会 場 等

行 政 相 談

（ 行 政 相 談 委 員 ）

本所市民課☎35‐1194 10日○月14：00～16：00・市役所本所
藤島庁舎地域づくり推進課☎64‐5813 28日○金13：00～15：00・藤島ふれあいセンター
羽黒庁舎地域づくり推進課☎62‐2111 25日○火13：30～15：30・泉地区地域活動センター
櫛引庁舎地域づくり推進課☎57‐2111 12日○水10：00～12：00・産直あぐり
朝日庁舎地域づくり推進課☎53‐2114 18日○火13：30～15：30・朝日中央コミュニティセンター
温海庁舎地域づくり推進課☎43‐4611 27日○木13：30～15：30・温海ふれあいセンター

登 記 相 談 本所市民課☎35‐1194 20日○木14：00～16：00・市役所本所
交 通 事 故 相 談（ 弁 護 士 ） 本所市民課☎35‐1194 28日○金13：30～16：00（15:30受付終了)･市役所本所
休 日 年 金 相 談 日本年金機構鶴岡年金事務所☎23‐5040 8日○土 10：00～15：00（要予約）・同事務所

編集・発行／鶴岡市総務部総務課

《人口と世帯》（令和８年６月30日現在）
　住民基本台帳人口合計：113,511人
　　 （男：54,768人、女：58,743人）
　世帯数：49,511世帯

鶴岡市役所
本所

藤島庁舎
羽黒庁舎
櫛引庁舎
朝日庁舎
温海庁舎

〒997‐8601

（メールアドレス）
（窓口受付時間）

〒999‐7696
〒 997‐0192
〒 997‐0346
〒 997‐0492
〒 999‐7205

山形県鶴岡市馬場町９‐25
☎0235‐25‐2111　FAX 0235‐24‐9071
tsuruoka@city.tsuruoka.yamagata.jp
月曜～金曜日（祝日・年末年始除く）
午前８時30分～午後５時15分
市内藤島字笹花25　☎64‐2111
市内羽黒町荒川字前田元89　☎62‐2111
市内上山添字文栄100　☎57‐2111
市内下名川字落合１　☎53‐2111
市内温海戊577‐１　☎43‐2111

献血　８/４～９/３
■問健康課（にこ♥ふる）☎35‐0146
月　日 受付時間 会　場
８．５○水 9：30～11：00 ＪＡ庄内たがわ羽黒支所
　８○土 10：00～12：00 鶴岡協同の家こぴあ
〃 13：30～16：00 〃
14○金 ９：30～11：30 市役所本所
〃 13：00～15：30 　   〃
21○金 9：30～11：30 勤労者会館

各種相談窓口 ※主に市が開設している暮らしに関する相談窓口を紹介します。
　その他の様々な悩みごとは「総合相談」へお問い合わせください。

内 容 相談窓口・電話番号 相 談 日 時 等
総合相談（身近な悩みや心配ごと等） 鶴岡市総合相談室☎0120‐866‐294 月曜～金曜日（祝日は除く）9：00～16：00
消 費 生 活 相 談 消費生活センター☎25‐2982 月曜～金曜日（祝日は除く）9：00～16：00
内 職 相 談 鶴岡ワークサポートルーム☎25‐2215 月曜～金曜日（祝日は除く）9：00～16：00
教育相談（学校教育･就学に関すること） 教育委員会学校教育課☎57‐4864 月曜～金曜日（祝日は除く）8：30～17：15
〃　　（いじめに関すること） 　　　　　　　 〃 月曜～金曜日（祝日は除く）8：30～17：15
〃　　（児童生徒の不登校・発達） 教育相談センター☎23‐9351 月曜～金曜日（祝日は除く）9：00～16：00

青 少 年 相 談 青少年育成センター☎0120‐028‐234 月曜～金曜日（祝日は除く）8：30～17：15
子ども総合相談窓口（子育ての悩み等） こども家庭センター☎35‐1118

月曜～金曜日（祝日は除く）8：30～17：15
家 庭 児 童 相 談 　　　　〃　　　　☎26‐7043
ひ と り 親 ･ 女 性 相 談 　　　　〃　　　　☎26‐7043
障害者に関する相談（身体・知的・精神・児童） 障害者相談支援センター☎25‐2794
仕 事 や 暮 らし に 関 する 相 談 鶴岡地域生活自立支援センター「くらしス」☎29‐1729
高 齢 者 に 関 す る 相 談 お住まいの地域を担当する地域包括支援センターまたは本所地域包括ケア推進課☎29‐4180へ

ホームページ インスタグラムX ライン

 休日夜間診療　　　

 ●急な病気の際は……休日夜間診療所☎23‐5678
　・開所日　＜日曜日、祝日＞　　　　　   ＜土曜日＞ 
　　　　　　①  9：00～12：00　　　   ③ 19：00～21：30
　　　　　　②18：00～21：00
　・診療科　内科、小児科、外科
　　　　　　※小児科は、①のみ小児科医が診察します。
 ●休日の歯痛の際は…休日歯科診療所☎23‐0372
　・開所日　＜日曜日、祝日＞　　　　　　①  9：00～12：00

 ② 13：00～15：00

■問健康課（にこ♥ふる）☎35‐0146

　　　 感染症対策のため、来所前に必ず電話連絡を
お願いします。！



令
和
８
年
８
月
号
　
N
o
.341

環
境
に
配
慮
し
植
物
油
イ

ン
キ
を
使
用
し
て
い
ま
す

広
報
つ
る
お
か

顎
変
形
症
は
、
顎
が
変
形
し
、
か

み
合
わ
せ
に
異
常
を
来
し
た
状
態
で

す
。
顎
の
骨
は
歯
が
生
え
て
い
る
基

礎
の
部
分
で
あ
る
と
と
も
に
顔
の
輪

郭
の
元
に
も
な
る
た
め
、
顎
変
形
症

は
、
か
み
合
わ
せ
の
ズ
レ
以
外
に
容

姿
・
顔
貌
の
不
調
和
も
引
き
起
こ
し

ま
す
。

　

例
え
ば
、
下
顎
前
突
症
で
は
下
顎

が
前
に
出
て
反
対

合
に
な
り
、
下

顎
後
退
症
で
は
顎
先
が
後
退
し
て
顎

が
な
い
よ
う
に
見
え
、
上
顎
前
突
症

・
上
下
顎
前
突
症
で
は
前
歯
が
突
出

し
て
口
元
が
閉
じ
づ
ら
く
な
り
ま
す
。

ま
た
、
開

症
で
は
臼
歯
部
だ
け
か

め
て
、
前
歯
が
か
め
ず
口
元
が
開
い

た
状
態
に
な
り
、
顔
面
非
対
称
で
は

顔
が
曲
が
っ
て
い
て
片
側
し
か
か
め

な
い
状
態
に
な
り
ま
す
。

　

機
能
的
に
は
、
か
む
能
力
や
発
音

な
ど
に
悪
影
響
が
出
て
、
虫
歯
や
歯

周
病
に
つ
な
が
る
リ
ス
ク
も
高
く
な

り
ま
す
。
容
姿
・
顔
貌
に
対
し
て
コ

ン
プ
レ
ッ
ク
ス
を
抱
く
症
例
も
少
な

く
あ
り
ま
せ
ん
。

　

治
療
は
、
顎
矯
正
手
術
を
併
用
し

た
「
外
科
的
矯
正
治
療
」
を
行
い
、

か
み
合
わ
せ
と
顔
貌
を
改
善
し
ま
す
。

治
療
の
流
れ
と
し
て
は
、
ま
ず
矯
正

専
門
医
と
口
腔
外
科
医
で
治
療
方
針

を
立
て
、
お
や
し
ら
ず
な
ど
の
抜
歯

を
行
っ
て
術
前
矯
正
治
療
を
行
い
ま

す
。
そ
の
後
、
顎
矯
正
手
術
を
行
い
、

最
後
に
術
後
矯
正
治
療
を
行
い
ま
す
。

　
　
荘
内
病
院
の
歯
科
口
腔
外
科

　

当
科
で
は
顎
変
形
症
を
専
門
と
す

る
口
腔
外
科
専
門
医
が
手
術
を
行
っ

て
い
て
、
入
院
期
間
は
通
常
10
日
〜

12
日
で
す
。
自
立
支
援
指
定
医
療
機

関
（
育
成
医
療
・
更
生
医
療
）
に
指

定
さ
れ
て
い
る
矯
正
歯
科
医
院
で
術

前
・
術
後
矯
正
治
療
を
行
っ
た
場
合

は
保
険
適
応
に
な
り
ま
す
の
で
、
矯

正
専
門
医
ま
た
は
当
院
歯
科
口
腔
外

科
宛
の
紹
介
状
を
も
ら
っ
て
、
受
診

し
て
く
だ
さ
い
。

荘内病院の医師が
疑問を解決！

　この連載では、医療の身近な疑問に、荘内病院の様々な
診療科の医師・看護師がお答えします。15回目となる今回
は、無症候性心不全と顎

がく
変形症を取り上げます。

　当院では、インスタグラムやフェイスブックを通して病
院の取り組みや職員の仕事などを紹介しています。ほかに
も、病院まつりや各種講演会などの
イベント情報も発信していますので、
ぜひチェックしてみてください。

◯問合せ　荘内病院総務課☎26‐5111

血
中
Ｂ
Ｎ
Ｐ
の
数
値
が

高
い
と
診
断
さ
れ
た

血
中
Ｂ
Ｎ
Ｐ
や
Ｎ
Ｔ
‐
ｐ
ｒ
о

Ｂ
Ｎ
Ｐ
は
、
心
臓
に
負
担
が
掛
か
っ

た
と
き
に
数
値
が
上
昇
す
る
ホ
ル
モ

ン
で
、
心
不
全
の
早
期
発
見
に
つ
な

が
る
重
要
な
指
標
で
す
。
近
年
は
、

高
齢
化
に
伴
っ
て
心
不
全
の
患
者
が

急
増
し
て
い
て
、「
心
不
全
パ
ン
デ

ミ
ッ
ク
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
心

不
全
は
一
度
発
症
す
る
と
入
退
院
を

繰
り
返
す
こ
と
に
な
り
、
生
活
や
寿

命
に
も
影
響
し
ま
す
が
、
早
期
発
見

と
適
切
な
治
療
に
よ
っ
て
進
行
を
抑

え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

２
０
２
３
年
の
日
本
心
不
全
学
会

の
発
表
で
は
、
専
門
医
へ
の
紹
介
や

精
密
検
査
が
必
要
な
目
安
と
な
る
基

準
値
が
改
訂
さ
れ
、「
前
心
不
全
」

の
段
階
が
新
た
に
位
置
付
け
ら
れ
ま

し
た
。
こ
の
よ
う
に
、
軽
度
高
値
で

も
将
来
的
に
心
不
全
の
リ
ス
ク
を
高

め
る
お
そ
れ
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
早

期
評
価
が
よ
り
重
視
さ
れ
て
い
ま
す
。

荘
内
病
院
の
心
不
全
外
来

　

当
院
は
２
０
２
５
年
度
に
「
無
症

候
性
心
不
全
外
来
」
を
開
設
し
ま
し

た
。
健
診
な
ど
で
高
値
を
指
摘
さ
れ

た
方
を
対
象
に
、
心
電
図
や
心
エ
コ

ー
検
査
、
Ｃ
Ｔ
、
心
肺
運
動
負
荷
試

験
な
ど
を
行
い
、
症
状
が
出
る
前
の

段
階
か
ら
心
不
全
リ
ス
ク
を
評
価
し

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
循
環
器
内
科
医
に
加
え
、

看
護
師
や
薬
剤
師
、
理
学
療
法
士
、

管
理
栄
養
士
、
心
不
全
療
養
指
導
士

な
ど
多
職
種
で
心
不
全
チ
ー
ム
を
構

成
し
、
診
療
を
行
っ
て
い
ま
す
。
食

事
・
運
動
・
服
薬
管
理
な
ど
、
患
者

さ
ん
一
人
ひ
と
り
に
合
わ
せ
た
生
活

支
援
や
再
発
予
防
に
も
力
を
入
れ
て

い
ま
す
。

 

「
症
状
が
な
い
今
」
だ
か
ら
こ
そ
、

早
目
の
確
認
が
大
切
で
す
。
高
値
を

指
摘
さ
れ
た
方
は
、
当
院
地
域
医
療

連
携
室
☎
26
‐
５
１
５
５
に
ぜ
ひ
一

度
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　　
　 健

康
診
断
で
「
血
中
Ｂ
Ｎ
Ｐ
の
数

値
が
軽
度
高
値
」
と
診
断
さ
れ
ま

し
た
。
こ
の
数
値
は
、
ど
の
よ
う

な
病
気
に
関
わ
り
が
あ
り
ま
す
か
。

小
学
３
年
生
の
長
男
が
、
学
校
の

健
康
診
断
で
「
顎
変
形
症
の
疑
い

が
あ
る
」
と
診
断
さ
れ
ま
し
た
。

ど
の
よ
う
な
病
気
で
し
ょ
う
か
。

歯科口腔外科医師
本間克彦

「無症候性心不全」と「顎変形症」

循環器科医師
長島義宜

循環器科

－連載－

歯科口腔外科
「
顎
変
形
症
」
っ
て

ど
ん
な
病
気
？

SNSは
こちら


